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新潟県大倉鉱山地質鉱床および化学探鉱調査報告

環本　丈男＊　郷原　範造＊＊　石田　与之助＊＊＊　加藤　甲壬＊＊＊

・Geology，Ore　Dむposits　and　Geoe血emic飢Prospecting　at　the　Ok皿a　Mine，Niig飢a　Prefecture

By

Fumio　Kishimoto，NorizδG6hara，Yonosuke　Ishida＆K：6mi　Kat6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Abstract

　　　　　　The　Okura士nine　is　situated　in　the　southern　part　of　Niigata　prefecture，at　about40

’km　southeast　of　Naga6ka　city．

　　　　　　Geological　setting　is　as　fo110ws；

　　　　　　1．．Paleozoic　formation

　　　　　　2．Basic～acidic　intrusives（：Late　Mesozoic　P）

　　　　　　3．　：Lava　flows　and　pyroclastic　rocks

　　　　　　4．Conglomerate（Pliocene？）

　　　　　　The　PaleozoicP　formation　consists　mainly　of　clay　slatel　sandstone　and　quartzite，which

・show　complicated　structure　with　foldings　and　faultings，and　they　are　also　intruded　by　plutonic

rocks　such　as，peridotite，serpentinite，and　granodiorite．Those　sedimentary　rocks　suffered

thermal　metamorphism　in　large　extent．

　　　　　　Lava　flows　and　pyroclastic　rocks　are　pyroxene　andesite，1ip亀ritic　rock：，andesitic㌻uff，

・agglomerate　etc．，which　cover　u其conformably　plutonic　rocks　and　Paleozoic　sedim¢nts．

　　　　　　Gonglomerate　is　composed　of　pebbles　deri▽ed　from　granite，peridotite，seゆentinitel　clay

・slate，sandstone，quartzite　and　andesite，and　sandy’matrix．It　covers　unc6nformably　all　the

r・cks』me孕ti・nedab・▽e．

　　　　　　The　ore　deposits　occur　in、shear　zones　of　serpentinite，Paleozoic　formation　and　conglom一

・erate，and　also　boundary　between　serpentinite　and　Paleozoi“formation．

　　　　　　Genetica11y，the　ore　deposits　may　be　classi五ed　as　follows；

　　　　　　1．Orthomagmatic　deposits

　　　　　　2．Hypo－mesothermaldeposits
　　　　　　　　　　a．　Ni－Mo－Bi　bearin言sulphide　deposits

　　　　　　　　　　b。　Au－Ag．Cu－Zn　bearing　sulphide　deposits

　　　　　　Mineralogical　character　of　th60res　is　very　complex．The　constituent　minerals　identined

－under　the　microscoづe　are　chromite，ma即etite　pyrrhotite　pentlandite，gersdor伍te，molybdenite，

fammersbergite，pyrite，一bismuthinite，native　bismuth，chalcopyrite　cuban圭te，wittichenite，

sphalerite，galena，po】ybasite，nati▽e　gold　and　tetrahedrite，　and　secondary　minerals　such　as

covellite，bomite，1imonite，pyrite，marcasite　and　zinc－sulphide．

　　　　　　The　or甲have　been　altered　highly　by　the　action　of　circulatipg　meteoric　water，and

many　kinds　of　supergene　lninerals　occur　in　oxidized　and　s6condary　sulphi（le　zone．

　　　　　　The　geochemical　prospecting　was　carried　out　also　at　the　Okura　mine．

　　　　　　Analyzing　Zn　and　SO4contents’in　natura義water，and　Zn，Cu　a尊d　SO4in　soil　near　the

known　ore　deposit，　the　writers　recognized　that　Zn　is　especially　the　useful　element　as　a

in（iicator　for　such　limonite　an（i　pyrrhotite　deposits・
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地質調査所月報　（第9巻第9号）

　　As　the　results　of　thiS　survey，differences　of　r㏄k　spegies，ore　deposits　and　se¢ondary

z・neshavebeenmadeclea鵠ands・甲ehidden・re『b面esweree翠pect磁・

　　　　　　　　　　　要　　旨
驚　　　　大倉鉱山は新潟県南部にあつて，長岡市の南東、40km，．

　　　八海山の北麓に位置する。

　　　附近の地質は次の通りである。

　　　　1．古生層
　　　　2．塩基性ないし酸性貫入岩類（中生代末？）

　　　　3．熔岩流と火成砕屑岩

　　　　4．礫岩（鮮新生の　　　　　　一　　　’

　　　古生層は主とLて粘板岩・砂岩・チャートからなり，

　　　摺曲と断層によつて複雑な構造を示し，撒騰岩・蛇紋

　　　岩・花醐閃緑岩等に貫入されている。またそのたやにこ

　　　れら古生層は広域にわたつて熱肇質を蒙つている。，

　　　溶岩流と火成砕屑岩は，輝石安山岩・石英粗面岩質

　　　岩・安山岩質凝灰岩・集塊岩等で，深成岩類や古生層を

　　　不整合に覆うQ

　　　礫岩は花嵩閃緑岩・撒欄岩・蛇紋岩・粘板岩・砂岩・

　　　チャート・安山岩の礫と砂質の膠結物からなり1前述の

　　　諸岩を不整合に覆う．。

　　　鉱床は蛇紋岩・古生層，および礫岩の弱線と蛇紋岩・

　　　古生層の境界に生成し宅いる。成因的に鉱床を分類する・

　　　と次の通りである。’

急・　　　1．正岩漿性鉱床

　　　　2．中・γ深熱水性鉱床

　　　　　　a　Ni－Mo－Biを含む硫化物鉱床・

　　　　　　b　Au－Ag－Cu‘Znを含む硫化物鉱床

　　　鉱石の鉱物学的性質はきわめて複雑である。その構成

　　　鉱物は顕微鏡下で決定したところによると，ク質ム鉄

　　　鉱・磁鉄鉱・磁硫鉄鉱・硫鉄ニッレル鉱・硫砒ニヅケル・

　　　鉱、輝水錯鉱・ラソメルスベルグ石・黄鉄鉱・輝蒼錯

　　　鉱1自然蒼錯・黄銅鉱タキューバ鉱・閃蒼錯銅鉱・閃亜

　　　鉛鉱・方鉛鉱・輝安銅銀鉱・自然金・四面銅鉱ど二次鉱

　　　物としての銅藍・斑銅鉱・褐鉄鉱・黄鉄鉱・白鉄鉱・亜

　　錯硫化物ぞある。

　　　鉱床は主体鉱物からみるならば，地表附近で褐鉄鉱化

　　　した含銅磁硫鉄鉱を主体とする13鉱床と，錯・亜錯・銅

　　　を主体とする白鉄鉱・黄鉄鉱・磁硫鉄鉱の1鉱床が広い、

　　　鉱区内に分布する。

　　　産出した鉱石の品位は次ゐ通りである。

　　　鉄鉱（褐鉄鉱を主体とする）

　　　　　塊状鉱Fe43～55％
　　　　　粉状鉱、F650～60％・

　硫化鉄鉱（磁硫鉄鉱を主体とする）

　　塊状鉱　S25～30％

　　粉状鉱　S30～35％
』
な お，相当多量の鉱量を有している。

　地化学探鉱は沢水中のZnとSO、および土壌中ρ
Zn，Cu，SO、を検して，既知鉱床を、中・bとして得た資

料を広く未知帯に応用した。

　その結果Znは褐鉄鉱・磁硫鉄鉱鉱床に対して有効な

指示成分であり，岩石，鉱床，変質帯が明瞭に判別でぎ．

るし，若干の潜頭鉱床を肇見することができた。

1．緒　　言

　昭和29年度から未利用鉄資源調査の対象として磁硫｝

鉄鉱およびチタン砂鉄が採りあげられているが，本調査・

はその1つとして行つたものである。

　磁硫鉄鉱は，過去においては僅かに紅柄・緑響製造に

利用されていたにすぎなかつたが，近時河山鉱山におい

て多量の磁硫鉄鉱の存在が確認され，その利用のために

黄鉄鉱と混ぜて硫酸工場で処理されるに至つて以来，鉄

品位の高い硫酸（Fe－60％）は鉄資漁として積極的に活

用されるようになつた。一方製錬方面においては同和鉱

業株式会社におけるフリュオソリヅド製錬法，不二越鉱

業株式会社によるバヂイシュ式旋風炉等の輸入が行われ

た。したがつて，近い将来に磁硫鉄鉱の需要はきわめて

増大することになるであろう。

　かNる観点から筆者らは大倉鉱山（八海山鉱業所）の各・

鉱床について昭和29年6月20日から約20日間にわた

つて，地質調査と化学探鉱を行つた。

　この間調査に協力された不二越鉱業株式会祉八海山鉱

業所所長佐藤荘士氏を始め，所員各位および種々教示を

頂いた新潟大学杉山隆二教授に深く謝意を表する次第で

ある。

　なお，本調査班の構成分担および日数は次の通りであ

る。

地質調査　　岸　本　文　男

　　　　　　　　（昭和29年6月20日～7月12日）・

　・〃　 郷原範造
　　　　　　　　（昭和29年6月20日～7月12日 ｝

鉱石研究

　（室内研究、
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新潟県大倉鉱山地質鉱床および化学探鉱調査報告　（岸本丈男・郷原範造・石田与之助・加藤甲壬〉

化学探鉱　　石田与之助
　　　　　　　（昭和29年7月5目～7月15日）

　（室内研究）加藤甲壬
地形測量　　　佐　藤　　　優

　　　　　佐々木雅一
このほか室内研究には技術部磯野・高橋両技官らの協

力を得た。

2．位置および交通

　八海山鉱業所大倉鉱山は新潟県南魚沼郡東村字大倉に

位置し，上越線浦佐駅束方直距約10kmTにあたる（第

1図）Q

　　大崎村　　、．’　　ら．

♂

　岡　　　　　　　　　』＿＿＿」＿＿＿」＿一＿“

第1図位置図

浦佐駅から山元（第8鉱床）までトラッグを通じ，途中

茗荷沢まではバスの便がある。運搬は浦佐駅の貯鉱場ま

で索道（総延長約12km）によつている。

3．沿革および現況

大倉鉱山の発見については明らかでないが，現第7鉱

床が大正初期に稼行されたと伝えられている。なお現在

の不二越鉱業株式会社が開発に着手したのは昭和18年

で，既採掘量の大半は不二越鉱業株式会社によつて採掘

されたもので，特に第2次世界大戦末期から戦後6年間』

が最も盛んであつた。

現　況
採掘中の鉱床

　第1・第3・第7・第8の4鉱床

探鉱中の鉱床

　中央・砂子沢の両鉱床

休止および未着手の鉱床

　第2・第4・第5・第6・新5・第9・滝ノ沢・零

　須久保（仮称）の8鉱床

　主要設備としては，採掘と探鉱中の各鉱床ごとに事務

所と飯場があり，コソプレヅサー4基（60王P×1，50fP．

×2，401P×1），ポンプ2基で，選鉱は銅鉱のみ手選し，

ほかは無選鉱である。

’　鉱区関係

　鉱業権者　不二越鉱業株式会社（調査当時）1957年現

　　　　在平川啓吉
　鉱区番号および鉱種名

　　　　新潟県採登953号』
　　　　　金・銀・銅・硫化鉄・コバルト

　　　　　　〃　　59号

出産量

従業員
　搬出経路

金・銀・銅・錯・亜錯・硫化鉄

　．〃　　906号

銅・硫化鉄・ニヅケル・コバルト

　〃　　936号
銅・硫化鉄・砒素・ニッケル・コバルト

新潟県試登16771号

金・銀・銅・硫化鉄・亜錯・石綿

　〃　　　　　16730・号

銅・硫化鉄

　・〃　　16700号

銅・硫化鉄

　〃　　16604号

金・銀・銅・錯・亜錯・硫化鉄

　1，500tlmon（最低）

　120名（内職員26名）

　　砂子沢→第8鉱床→第3鉱床→、

　　　　　第7鉱床→第1鉱床→・
．1→欄中継所＿選鉱場＿浦佐貯鉱場（貨車積込）

4．地　 形

調査地域はいわゆる越後3山の地形急峻の地で，沢ば

急崖が多く，稜線は尖鋭で，普通の調査装備ではきわめ

て歩行困難な所が少なくない。特に難所をなすのは八海

山頂を中心とする礫岩層の分布する範囲と，珪岩類・

花醐岩類の分布する兎岳周辺で，大倉鉱山北方の峰越し

の大湯鉱床は高度の登山技術と装備を必要とする。、

5．地　　質（第2図参照）

調査地域は古生層と各種の火成岩類および礫岩層から

構成されている。古生層は珪岩・粘板岩・砂岩および昏

種の千枚岩類・粘板岩質千枚岩・石英千枚岩・緑泥千枚

岩等からなる。火成岩類としては，鉱床の母岩となつて

いる蛇紋岩のほかに後期逆入の花嵩岩・班岩・閃緑岩

と，石英粗面岩・妥山岩・石英安山岩およびそれ昏の集、

塊岩と凝灰岩質のもめとが分布する。礫岩層は八海山の

中腹から上部を覆つている。．
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新潟県大倉鉱山地質鉱床および化学探鉱調査報告　（岸本丈男・郷原範造・石団与之助・加藤甲壬）

　第2図にみられるように，これらの分布は断層によつ

てかなり変化している。断層はNE－SW方向に発達す

るものが多い0

　5．1古生層註1）
　本地域め古生層は下部に厚い千枚岩層があつて，・主と

Lて粘板岩質千枚岩・緑色千枚岩からなり，部分的に石『

英千枚岩を挾む6　　　　』　　　　　　　　一

　珪岩層・砂岩層および粘板岩層は見掛上上位に厚く分

布し，特に後述り礫岩層の近くでは珪岩が多くなつてい

七，鉱床周辺に珪岩の分布している場合が多い。

　粘板岩は比較的少なく，その厚さも10m程度であ
るQ

　これら古生層は第2図に示すように摺曲しており，第

7・第8鉱床地帯に明瞭に認められる。断層の東側では

：走向N45～850W，傾斜40～80。SないしNであるの

に対し，西部では走向N300EないしW，傾斜はおΣ

むねWに50～800を示している0

　5．2火成岩類
　当地域の火成岩類には，花醐閃緑岩・蛇紋岩（撒禮岩）・

閃緑岩（地質図外近傍）・玲岩・石英斑岩・安山岩・石英

安山岩・石英粗面岩と集塊岩等がある・

　安山岩と石英粗面岩の間には安山岩質凝灰岩層が挾ま

れている。

　5．2．1蛇紋岩

　蛇紋岩は既知鉱床の賦存する各所に分布し，塊状をな

す。前述の各火成岩中最古の岩石で，鉱床の母岩となつ

ている。

　この蛇紋岩体は中心に近づくにつれて蛇紋岩化作用の

稚度が低くなり，響むしろ撒濱岩というべぎものとなつて

おり，一部ンぐは角閃撒騰岩と認められる。特に鉱床附近

では著しい蛇紋岩化作用を受けている。

　なお鉱床に近づくにつれて蛇紋岩化作用のほかに滑石

化作用，石綿化作用が認められ，鉱床と接する部分では

署しく珪化作用を蒙むり，緻密，かつ堅硬となつて一見

珪岩類似の岩石に変わつており，また蛇紋岩中に石英千

枚岩の捕獲岩を認める場合がある。

　この蛇紋岩の貫入は断層に沿つて行われた註2）もので，

『
そ の分布は全体的には北北東から南南西の若干の方向性

が認められるg

　5．2．2　花醐閃緑岩・　　　　　　　書

　花歯閃緑岩は第7鉱床の北方に岩株状に点在して分布

する。これは前述の古生層を貫ぬぎ，蛇紋岩の一部を捕

註1）化石を発見するにいたらなかつたが，岩質から

　古生層と判断した。

註2）杉山隆二の研究を参照すれぼ，その時期はジュ

　ラ紀と考えらわる。

獲する。第7鉱床附近の斜面にも岩株状の花醐閃緑岩が

点在する。岩質は粗粒質の黒雲母花崩閃緑岩で，鉱床と

の直接的関係は明らかでない。

　た窒花嵩閃緑岩中およびこれと他の岩石との接触部に

は黄鉄鉱を散点することがある（大沢）。これは花崩閃緑

岩の貫入による産物と考えられるが，大倉鉱山の含銅磁

　　　　　　　　　　　　　　　　あ硫鉄　鉱床よりも低温で，’後期に生成されたものと考え

られるQ

　5．2．3閃緑岩

　閃緑岩は，調査地域外東方の水無川左曲点近くに狭く

露出L，古生層の緑色千枚岩を貫ぬく，。これは調査地域

北方の大湯鉱山附近の閃緑岩と同種の岩株であろう・

5．2．4　王分　、岩　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

紛岩は小岩株状を呈して，第7鉱床増沢下流の緑色千

枚岩を貫ぬめて露出している。

5．2．5　安山岩類

　本岩石は調査地西部において古生層を覆う溶岩流で，

火山岩類中最古のものであるが，その流出時期は第三紀

初期と推定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　・

第3鉱床露頭部を覆つている安山岩中には鉱床は認め

られなかつたが，この安山岩類の下位に潜頭鉱床が存在

する可倉鋤生がある。

5．2．6その他
　前項の安山岩と石英安山岩流の上に灰白色の凝灰岩層

があるが，あまり厚くはない。この凝灰岩層の上位に石

英粗面岩と同質の集塊岩および安山岩質集塊岩があり，

これらの一部は中央鉱床の母岩となつている。

　5．3礫岩層
　本礫岩層は八海山の頂部附近を占め，その厚さは500

m以上』に1及び，古生署・火山性堆積岩・蛇紋岩を覆

う。中央鉱床の坑内においては礫岩層と蛇紋岩が逆断層

で接している。

礫には花嵩岩・花崩閃緑岩・閃緑岩・蛇紋岩・チゼー

ト・粘板岩・砂岩・珪岩・千枚岩類等の径10cm内外

のも．のが多い。ときに硫化鉄鉱の礫をみることもある。

　膠結物は粘土質・砂質ないし凝灰質であるが，きわめ

て堅く，鮮新世の松川層註3）に対比されるものであろう。

6．鉱　　床

6．1概説
大倉鉱山の鉱床は地表附近では褐鉄鉱化した含銅磁硫

鉄鉱の塊状鉱床である。

　これらのなかで中央鉱床・錯沢鉱床を除き，他は断層

で接する古生層と蛇紋岩との間の蛇紋岩側にあるもあ

と・蛇絞岩中に胚胎するものとがあり，蛇紋岩の分布に

　註3）杉山隆二による。
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伴なつて広く鉱区内に点在する。すなわち西から第3鉱

床・第2鉱床・第1鉱床（元山鉱床）・第6鉱床・第5鉱

床・新5鉱床5第4鉱床・滝ノ沢鉱床・第7鉱床・第8

鉱床・第9鉱床・砂子沢鉱床・大須久保鉱床である。

　これらの各鉱床は熱水性鉱床で，いずれも母岩中に著一

しい熱水変質帯が認められ，断層際に胚胎することが多

く，特に下部においては脈状を呈する部分が多い。しか

　　　ぺ

髪ll』幽議
　　！　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　B
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　　　　　40　35

し鉱体の一部には小空隙が認められるどとがある。化学：

分析の結果によると，鉱石中には69／tの白金属元素恭

存在している部分もある。これらのほかにしばしば断層

際に5～30cm内外め幅をもつ含磁硫鉄鉱石英脈が認め

られ，ある部分では塊状磁硫鉄鉱鉱体と明瞭に境し，「あ

る所では境界が不明瞭となつている。したがって現在み

鉱床はた父1回の鉱化作用によつて生成胚胎されたもの・
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厄釦％

ではなく，少なくとも3回の鉱化作用の段階が考えら

れる。

　すなわち最初に小規模な岩漿分化鉱床・（これについて

はなお充分な検討を要する）が生成され，次いで大規模

な高温塊状熱永鉱床およびこれに引続いて生成された含

磁硫鉄鉱石英脈があり，3回目の段階に礫岩中の含銅磁

硫鉄鉱石英脈の生成をみた。これらのうちで最も重要な

鉱床は第2の高温塊状熱水鉱床である。

　以下各鉱床について述べる。

　6．2　第1鉱床（元山鉱床，第3～7図参照）

　この鉱床は大倉鉱山の大規模開発の端緒となつたもの

で，当初下盤を駝紋岩，上盤を珪岩とする褐鉄鉱の大露

頭を採梱した。大部分は露天掘，一部は坑内掘で，すで

にほとんど採掘を終えた形ではあるが，現在探鉱中の立

坑の下部において鉱染状り磁硫鉄鉱鉱床の着鉱の徴候を

得た。この鉱染状磁硫鉄鉱の状態から遜て・第1鉱床の

褐鉄鉱鉱体の下部は含銅磁硫鉄鉱鉱体として残つている

ものと思われる。したがつて今後の探鉱は下部に向かつ、

て進められよう。

　なお第2鉱床はほとんど探鉱されていないため，その

．状湿は明らかでない。』

　6．3．第3鉱床（第8～12図参照）

　第1鉱床と同様に，ほとんど褐鉄鉱からなる塊状鉱体

で，原鉱石は，かつて磁硫鉄鉱であつたものが著しく褐

鉄鉱化したものである。目下のところ残存する褐鉄鉱鉱

体はきわめて大きい。

　母岩は虫官紋岩で，．滑石一。石糸駐塗伴ない，しかも著しく

珪化している部分が多い。この珪化の著しい部分は鉱体

の周辺相をなしている。

　鉱床の形は，断面図に示すようにその上部では塊状で

あるが，下部は縮迫して脈状となり，その縮迫した部分

に本鉱山中最高品位のニヅケル鉱石を約2t産したとい
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第10図第3鉱床中央坑

う。この脈状鉱体は明瞭に断層に接し，かつ断層帯中に

ぜリ状鉱脈を分岐するのでこの断層が鉱液の通路となつ

たことを示している。Lたがつてこめ縮迫した脈状鉱体

の下部になお新鉱体を求めうることも考えられるが，他

の鉱床の例からみて期待し難い。

　鉱体中には緑泥石粘土と石英が多く，諸所に蛇紋岩の

大小の塊をとり込んでいる。

　鉱床の上部は安山岩流に覆われて郭り，その安山岩中

には鉱体は認められない。そのため地表調査によつて潜

在鉱床を発見することは容易でない。

　なお，断層は安山岩には及んでいないので，坑内にお

・いて断層を追跡するのも第3鉱床の探鉱についての一方

二法であろう。

　6．4　第4・第5・新5・第6および滝ノ沢の各鉱床

第11図第3鉱床1号坑

　これらは増沢上流とその各支流附近に点在する比較的

小規模の旧坑および露頭群で代表され，主として含銅磁

硫鉄鉱からなるが，一部には褐鉄鉱化が進んでいる。

　各鉱床とも蛇紋岩が上盤または下盤にあつて， その反

対側はおNむね珪化している。全体として北東τ南西な

いし北北東一南南西の走向をもつて北西に傾斜する。盤

際にや』黄銅鉱の多い部分がある。

　第7，第8両鉱床に比較して走向がやN西にふれた配

列をしているのは，断層と蛇紋岩との関係によるものと

，田われる。

1
6
．

5
、
第 7鉱床（第13～18図参照）

　第7鉱床は本鉱山の鉱区のほ黛中央に位し，主要鉱床

の1つで，昭和29年7月頃には磁硫鉄鉱400t／day前

後，褐鉄鉱260t／day前後を産出した。』

　鉱床は蛇紋岩中，蛇紋岩と粘板岩・珪岩・砂岩等との
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境界部の蛇紋岩側に胚胎し，第13図に示すように，上

部の大部分が塊状であるのに，下部では急激に縮まつて

脈状を呈し・やがて尖滅する・下部には特にニヅケルが

濃集し，上部の地表附近は完全に褐鉄鉱化し，下部は含

銅磁硫鉄鉱鉱体である。しかし現在は残存する褐鉄鉱に

は手をつけていない。

　鉱体は第1，第2，第3坑に各1鉱体，上坑に2鉱体

（その1つは褐鉄鉱鉱体），上坑中段・上坑g下坑・本坑

中段を通じて1鉱体と，下坑に1鉱体が確認されている

が，第1，第2，第3坑と露天坑のものを除い鳩　ほと

抱ど採掘ずみであるる

　一般に母岩の蛇紋岩中にはしばしば滑石と石綿が認め

られ，鉱体の周辺では特に珪化作用が強い。

　目下のところ有望な鉱体は露天中坑口附近の褐鉄鉱鉱

体と，その下部を除いては，第1，第2，第3の各坑の鉱

体群である。

　なお，下坑の大断層に伴なう鉱体中に興昧ある事実が

観察された。すなわち鉱石中に白金属（Pt，Rh，Ru，Ir，

』　．
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第13図b第7鉱房ミ1号，2号坑

Pd，Os）の存在が判明した註4）。また断層際に第18図の

よすな犀状の磁硫鉄鉱石英脈がみられた。この石英脈中

には，磁硫鉄鉱のほかに黄銅鉱等の比較的大きな結晶を

伴ない，それらが櫛目構造をつくる場合が多い。

　6．6　第＄鉱床（第19～22図参照）

　第8鉱床は水無川に沿う道路の対岸（水無川左岸）にあ

つて，前述の北東一南西性の断層に沿う鉱体群である。

坑道は3レベルにわたつて開坑掘進されているが，鉱床

は露頭附近では完全に褐鉄鉱化し，下部では含銅磁硫鉄

註4）大泉製作所の分析による第7鉱床から得た資料Q
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鉱のま玉残存している。本鉱山中の有望鉱床の1つであ

るo

　目下のところ鉱体嫡南部に1鉱体，北部に4鉱体以上

知られ，それらのうち北部の鉢体群は，断層下盤に直接

接するか，またはその近くに胚胎し，上下盤とも蛇紋岩

であるのに反し，南部の鉱体は上盤に珪岩が存在し，下

盤の蛇紋岩と珪岩の境界は断層で，鉱体は蛇紋岩側に発
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第20図窮8鉱床中坑

お　
フひ

歯幽

達し，上限は前記断層に直接する。　　　　　　　　　　　　　　曜

鉱床は北部でお』むねN500EがらWの走向で南に

30～600の傾斜を示しているが，南部では走向N40～

50。E傾斜，N50～60。を示している。それらの鉱床が交

叉する附近に富鉱体を期待することができる。

第7鉱床から連続する断層に沿つては第7鉱床の下部

延長の鉱体は認められず，かなり上部で尖滅したことは

確かである・Lかし南部鉱体の西方とその下部にはなお

新鉱体の睦胎が予想される・このほか既着手鉱体の下部

が有望と、思われる0

　6．7　第9鉱床（第23，24図参照）

第9鉱床は水無川右岸の兎岳中腹に位置する。旧坑が

多く，10数個の坑口が存在するが，坑道はいずれも短

い（地質図範囲外）。

　いずれの鉱体も運搬木便のために採掘休止中である

が，貯鉱と確定鉱量はかなり多量で，むしろ第7鉱床の

鉱量よりも多いように思われる。

　鉱床は蛇紋岩のなかおよび周辺部にあつて，ほとんど

褐鉄鉢化を受けない含錫磁硫鉄鉱鉱床で・主として明瞭

な断層の下盤に直接接じて胚胎している。特に上盤側の　　　　考一く

岩石は著しく珪化され，珪岩様ゐ岩石となつている。

単位鉱体は数1，000t程度の鉱量の塊状鉱体と思われる・

が，下限はまだ確認されていないQ

　6．8　砂子沢鉱床（第25乍30図参照）

　砂子沢鉱床とは砂子沢上流約500mの断崖の中腹と

支沢に，すでに開坑された開南1号・2号坑・旧坑・本

坑・新坑およびその下流約206mの西斜面にある露頭

中坑1号坑・同2号坑によつて確認された鉱体群をい
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周辺の珪化作用は著しい5鉱染状鉱体の上盤は粘板岩

で，下盤塊状鉱体であるが，両者は互いに漸移して“る

ようである。

　鉱床の形は塊状りものでも部分的に変化があり，断面F

図（第25図）’に示すように断層面の下盤に膨縮ある脈状

鉱体が発達することもある。・その礫，断層際には珪質脈’

をみることがある（6．1および6．5参照）。

一’x蕊黒マ・一旧坑
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　　　　　　第24図第9鉱床そ，の2
う。

　鉱床は塊状鉱体と鉱染状鉱体で，塊状（一部は脈状）

鉱体の大部分は含銅磁硫鉄鉱からなる。褐鉄鉱は少な

く，ときに含銅磁硫鉄鉱鉱体の周迦部（旧坑坑口）に，脈

状に方錯鉱・閃亜錯鉱鉱体を認めることがある。

　鉱染鉱体は本坑にみられ，石英の集合体（少量の粘土

を伴なう）中に磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・褐鉄鉱が広く散点す

’るもので，本鉱床1におけるような大規模な鉱染石英鉱体

はすでに述べた鉱床群中にはみられない。

　既知鉱床は開南坑に2鉱体，その上流に露頭1，新坑

と本坑（旧坑のものに続くもの1を含む）で2鉱体，露頭

中坑で1鉱体がある。いずれも蛇紋岩を母岩とし，鉱体
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　6．9　大須久保鉱床（仮称，第31図参照）

　大須久保鉱床は以前がらその存在を予想されていた

が，本調査によつて確認されたものである。

　第31図に示すように，露頭のみでまつたく手をつけ

られてはいないが，確かめ得たところでは南傾斜の層状

ないし塊状鉱体である。主として褐鉄鉱からなるが，一

』部年磁硫鉄鉱・黄鉄鉱が認められ，下部はおそらく含銅
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　鉱体の上限は多くの場合明自な断層で切られ，断層の

なかに細脈状の磁硫鉄鉱を分岐する場合や，’角礫状鉱を

、含む断層が観察される。したがつて，他の鉱床中でも同

様であろうが，断層には鉱床生成前のものと生成後のも

のとがあることがわかる。

　開南坑を始めとして本坑鉱体の下部と露頭中坑にはな
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磁硫鉄鉱となつているものと推i定される。

　その走向はN10～300Wで約450SWの傾斜を示し
ており，・化学探鉱の結果（後章参照）からみても有望な新

鉱床である。

　鉱床の下盤は蛇紋岩，上盤側の貧鉱帯の上盤は珪岩お

．よび珪質粘板岩である。

　6．10鉛沢鉱床
　錯沢鉱床は第8鉱床の東約0．6km弱錯沢上流にあつ

1て2旧坑（採掘坑と疎水坑）があるが，入坑でぎなかつ

たo　一

　’本鉱床は方錯鉱・閃亜錯鉱を主とし，走向：N800E，

’南に400傾斜する断属に沿つた10“mの幅の鉱脈であ

る。化学探鉱によると，この錯沢の水には，特にZnの

検出量が多かつた。

　母岩は珪質粘板岩で，この旧坑露頭の延長部と約5m

上流とに小規模の露頭が認められた。

　6．11一中央鉱床（第32～34図参照）

　前述の各鉱床（錯沢鉱床を除く）は上部が褐鉄鉱化して

、・るが，下部は含銅磁硫鉄鉱の緻密な塊状鉱であり，母

岩が蛇紋岩で，附近には古生層が分布しているが，中央

　　　　　　　　　　／
　　　、※総纏難猛，号，克・
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第34図中央鉱床1号坑

鉱床は礫岩層中にあつて部分的に石英粗面岩が分布し，

蛇紋岩が少なく，かつ錯・亜錯・銅に富む白鉄鉱・黄鉄

鉱・磁硫鉄鉱鉱床である。

　塊状ないし脈状で，ニヅケル含有量も多く，本鉱山の

他り鉱床よりも後期の熱水性鉱床と考えられる。

　目下鉱量の確保に専念しているが，すでに相当量が確

認された。今後は試錐によつて下部の状況を確知する必

要があるo　．　　　　　　　　　　　　．

7．鉱　　石

　7．1　概　説

　本鉱山の諸餌床からは各種の鉱石を産出しているが，◆

現在採掘の対象となつているものは鉄鉱および硫化鉄鉱

の2種であるρ両者はその鉱石の組織によつて次のよう、

に品位を異にする。

　鉄鉱：
　　塊状鉱　　43～55％Fe

　　粉状鉱　　50～60％Fe

　硫化鉄鉱：

　　塊状鉱　　25～30％S

　　粉状鉱　　30～35％S

　本鉱山の鉱石からはまたAs，Bi，Au，Ag，Cu，Pb，

Zn，Sn，NちC戟丁ちV，血nおよび白金属元素等の元一

素が検出されている。鉱床中の鉱石鉱物のう’ち，肉眼お

よび，顕微鏡下に認められたものば次の通りである。

　初成鉱物：

　磁硫鉄鉱・クロム鉄鉱・磁鉄鉱・硫砒ニジケル鉱・ラ

ソメルスベルグ鉱・硫鉄ニッケル鉱・硫砒鉄鉱・黄鉄鉱

1・白鉄鉱1・黄銅鉱・キゴーバ鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱・

輝水錯鉱・雑銀鉱・自然金・自然蒼錯・輝蒼錯鉱・硫蒼

錯銅鉱・四面銅鉱・硬マソガソ鉱・白金類

　コ次鉱物：

　褐鉄鉱・白鉄鉱II・黄鉄鉱II・珪孔雀石・緑肇i・斑

銅鉱・輝銅鉱

　脈石鉱物の種類はきわめて少なく，滑石・緑泥石・石

英・雲母類および少量の方解石その他の炭酸塩鉱物等で

ある。．

　上述のように本鉱山は鉱床分布区域が広く，鉱床の構

造がきわめて複雑なため，鉱物の共生関係も一様でな

い。各鉱床によつて多少の相違はあるが，高温鉱吻から

低温生成の鉱物まで産出し，いわゆるtelescopingの特

徴を示している○

　なお利用されていないが，局部的には鉄鉱・硫化鉱の

ほかに銅鉱・蒼鉛鉱・ニヅケル鉱・ク戸ム鉱・マンガン’

・鉱などの鉱石鉱物の多い部分がある。これらを各鉱床に

ついてみると，鉄鉱・硫化鉱は全体を通じて産出する．
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が・銅鉱獣中央鉱床と第7・第8両鉱床の東部の鉱体に

比較的多い。蒼錯を含む鉱石は第7鉱床3号坑等に認め

られ，銅鉱に伴なつて産出する。ニッケル鉱は主として

第3鉱床に認められ，－随伴鉱物は少ない。クぴム鉄鉱は

全体を通じてみられるが，その量は少ない。マンガン鉱

は鉱山南東部に発達する珪岩中に認あられるもので，他．

の鉱石とはほとんど無関係である。

　鉱石は構造によつて塊状鉱石・多孔質鉱石・粉状鉱

石・角礫質鉱石・縞状鉱石・鉱染状鉱石・網状鉱石に分

類することができる。

　塊状鉱石は褐鉄鉱・硫化鉄鉱等の場合に多く，少量の

石英および緑泥石を伴なつて産するものである。比較的

高品位鉱をなしていて，鉱体の主要部分をなすものであ

るが，多孔質ないし粉状鉱石の方がさらに高品位鉱であ

る。地表に近い部分では石英および粘土質の緑泥石が流

出して粉状鉱・多孔質鉱石を形成している。粉状鉱石に

はこのほか，二次富化帯において硫黄品位の高い黒色粘

土状の鉱石を形成するごとがあるが，褐鉄鉱体と磁硫鉄

鉱体のほ奮中間附近を占め，おもにsupergeneの硫化

鉄鉱からなつているo

　角礫質鉱石は一般に珪質千枚岩・蛇紋岩および早期晶

出鉱物等の角礫状破片を硫化鉱物と緑泥石が膠結したも

、のである。縞状鉱石の多くは脈状鉱体において認めら

れ，磁硫鉄鉱と石英および諸鉱物が交互に配列するもの

で，磁硫鉄鉱中に二次的に生じた白鉄鉱が平行に並ルで

縞状をなす鉱石もある。鉱染状・網状鉱石は蛇紋岩中に

クロム鉄鉱げ磁鉄鉱・磁硫鉄鉱・白鉄鉱・閃亜錯鉱等が’

鉱染し，あるいは細脈で縦横に貫ぬくものである。一般

に千枚岩等には鉱染鉱が少ないが，蛇紋岩中ではいたる

所にみられ，この場合は常に石英・緑泥石および滑石を

随伴する。，

　7．2　脈石鉱物と母岩の変質

　7．2．1脈石鉱物
　本鉱山の鉱床における脈石鉱物は比較的少ないが，蛇

紋石・石英・緑泥石・滑石がそのおもなものである。

　石英は鉱脈の主要部をなL，幅数mに達する場合が

ある。Ψヒ較的粗粒の結晶の集合をなして磁硫鉄鉱に充墳

されることもあり，半自形のク冒ム鉄鉱および滑石の鱗

片を、しばしば包有するごともある。石英の晶出期は長

く，後期のものは緑泥石を伴ない，各種の硫化鉱物を随

伴する。

　緑泥石は硫化鉱物に常に随伴している。石英の粒聞を

硫化鉱物とともに充填する場合と，蛇紋岩を貫ぬく硫化

鉱物脈の両側に産する場合とがある。緑泥石の二部には

蛇紋石を伴なうことがある。緑泥石は硫化鉱物生成末期

の破砕作用前後にもみら西その晶出期は相当に長いよ

一
う に思われる。緑泥石は鱗片状の集合をなし，一部では

羽毛状をなす。

　滑石は蛇紋岩と鉱床の境界部および蛇紋岩中に著し

く，磁硫鉄鉱に随伴する場合は鱗片状をなし，一部には

葡萄石様鉱物を伴なうことがある。

　蛇紋石は緑泥石とともに硫化鉱物に伴なう場合のほか

は母岩の蛇紋岩を構成する。緑泥石に伴なう場合は束状

をなし，勢開に沿つて磁硫鉄鉱の細粒を含有する。

　7．2．2　母岩の変質

　超塩基性岩体中に広くみられる蛇紋岩化作用や，火成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥
岩貫入に伴なう熱変成作用の．ような変質を除き，鉱床の

生成に関係のある熱水変質作用としては

1．

2．

3．、

4．

5．

珪化作用

炭酸塩化作用

滑石化作用

緑泥石化作用

粘土化作用

などがある。特に蛇紋岩と礫岩の境界部に鉱体が存在す

るときは，緑泥石のほかに方解石と緑簾石が生成し，こ

こでは特に粘土化作用が著しい。

　7、3鉱石鉱物
　本鉱床に産出する鉱物について概略を記載するる

　磁鉄鉱は少量ではあるが蛇紋岩中に普遍的に産する・

葉片状蛇紋岩中に塵状ないし小粒状をなして認められ，

局部的に濃集することもある。なお半自形の磁鉄鉱中に

は長さ0．01mm，幅0．OQImmの灰白色未決定鉱物が
包有されることがある。

　クロム鉄鉱はほとんどすべての鉱石中に散在するが，

局部的にはやN濃集して墨流し状あるいは脈状をなすも

のがある。鏡下では径1mm内外の不規則形を示し，

そめ外縁は磁鉄鉱によつて縁取られ，、または磁鉄鉱によ．

り脈状に貫ぬかれる。また磁硫鉄鉱・黄銅鉱に交代され

るものが多い。

磁硫鉄鉱は本鉱山で最も多量に産出する鉱物である9

その結晶の集合は伸長性を有し，塊状の鉢石を形成す

る。一般に細粒で淡黄色を帯びた褐色のものと，粗粒で

赤紫色のものどがある6顕微鏡下ではクリーム色ないし

灰色を示し，赤紫色からクリーム色までの反射多色性が

明瞭で，同時に異方性も著しい。腐食試験では従来の記

載とほ攣一致するる

　磁練鉄鉱を構造によつて分類すると

　1．黄銅鉱と密接に共生するもの（塊状または脈状を

呈し，一部ではクロム鉄鉱・硫鉄ニヅケル鉱を含有し，
コ

ニ次的の白鉄鉱等に変質している）で，各鉱床にみられ

る0

　2．黄銅鉱中に紐状または火焔状をなして含まれる
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　（第9・第7・中央・砂子沢鉱床でみられる）。

　　3。火焔状の黄銅鉱を含肩するもの（第9・第7・中

　：央鉱床でみられる）。

　　4。閃亜錯鉱中に微細な虫状，断続する紐状，および

　滴伏をなして含有されるもの（新5・中央鉱床にみられ

　る）。

　　5・蛇紋岩中に散点したり，晶洞中に六角板状をなす

　もの。

　などが認められる。

　　硫砒ニッケル鉱は第3鉱床下部に多く，一時はこの鉱・

　物を目的に採掘されたことがある。径2mmに及ぶ六面

　体および八面体の結晶をなし，（100）の壁角が明瞭であ

　る。灰白色を呈し，脈石はほとんど緑泥石であるために

砲水洗すれば濃集することも可能である。反射顕微鏡下で

　は灰白色の反射色を呈し等方性である。腐食試験では

　HNO3（1：1）に著しく発泡してた父ちに変色し，紫・

　青・縄色の累帯的縞を生じ，一部では平行縞もみられる。

　　HC1（1：1），KICN一（20％），Feα3（20％）夕　KOH（40

　％）には反応しないが，HgCl2（5疹）には褐色ないし暗灰

　色となり，これらの性質は渡辺万次郎ら17）のこれまでの

　一報告とほ罫一致する。

　　ヲシメルスベルグ鉱（rammersbergite）の産出はまれ

　であるが，硫砒ニヅケル鉱中に包有されて顕微鏡的の大

　きさで認められることがある。－紡錘形・球形をなし，鏡下

　では帯紅黄色ないし黄色の反射色を呈し，多色性・異方’

　性が明らかである。腐食試験の結果，HNO3（1：1）では

　急激に発泡して紅色から黒色に変化し，FeC13（20％），

　HgC12（5％）に徐々に褐色に変化するが，HC1（1：1〉，

　』KCN（20％），KOH（40％）には侵されない。これらの

　性質は従来の記載と一致する。

　　硫鉄ニッケル鉱は2，3の鉱床の磁硫鉄鉱中に認められ

・ることがある。不規則形の微粒（0．02mm以下）で，磁

　硫鉄鉱よりやNクリーム色を帯び，等方性である。試薬

　に対してはHNO、（1：1）以外には侵されず，’萱木浅彦

　ら13）が示すものと類似する。

　　黄鉄鉱は磁硫鉄鉱鉱体では二次的のもめで，初成的の

P
も のはニヅケル鉱物に随伴するものと水無川北岸の大沢

　にみられるのみである。

　　初成的のものは径1mm内外の結晶集合をなし，まれ

　・に少量の黄銅鉱を随伴する。二次的のものは磁硫鉄鉱を

　’交代して同心円状または帯状に発達する。後期の閃亜錯

　鉱および白鉄鉱を随伴しているが，鏡下では微粒の黄鉄

　鉱の集合からなつている。

　　白鉄鉱は磁硫鉄鉱に伴なつて産出し，一見黄鉄鉱に類

　似ずるが，きわめて著しい反射多色性および異方性を示

　し，明瞭な聚片双晶を示すので容易に区別される。産状

によつて分類すれば

　（1）磁硫鉄鉱・黄銅鉱の粒間を充填し，初成的と考

えられるもの　　　　　　，　　ーノ

　（2）磁硫鉄鉱の変質による二次的のものとがある。

　（2）では双晶鯨は認められず，鳥目（bird－eye）構造お
P
よ
び
網
状 や脈状をなして磁硫鉄鉱・黄鉄鉱等を貫ぬぎ

＄upergeneの生成であるこ．とを示し，supergeneの閃F

亜錯鉱を随伴Lている。　，

　硫砒鉄鉱は磁硫鉄鉱にまれに随伴する。直径最大0．2

mmに達する自形ないし半自形の結晶をなし，特徴的な

や』著しい異方性を示す。

　黄銅鉱は磁硫鉄鉱についで多く産出し，ときには主と

して黄銅鉱からなる鉱右も存在する。磁硫鉄鉱・緑泥石

をおもに随伴するが，その産状には

　（1）塊状磁硫鉄鉱と共生するもの（ほとんど常に紐

状の磁硫鉄鉱および星状閃亜錯鉱を包有する〉

　（2）閃亜鉛鉱・方錯鉱および蒼錯鉱物を随伴するも

の

　（3、閃亜錯鉱中に微細な斑点または懸滴として含ま

れるもの（一部には磁硫鉄鉱およびキューパ鉱を伴なう）

　（4）磁硫鉄鉱中に紐状・火焔状で包有されるもの等’

がある・て1）はおもに塊状鉱石中に多く認められ，包有

鉱物としては閃亜錯鉱が多い。（2）は多くは脈状鉱石に

誌められ，一部では磁硫鉄鉱も随伴する。（3、は黄銅鉱

中に包有される閃亜錯鉱（マーマタイト）の場含に限られ

る○

　キューバ鉱についてはすでに武中俊三16）が報告してい

る。おもに閃亜錯鉱（マーマタイト）中に含有される細粒

の黄銅鉱に随伴するものと，黄銅鉱と磁硫鉄鉱の境界近

く黄銅鉱中に縞伏をなしてみられるものとがある。鏡下F

ではクリーム褐色を呈して異方性を示し，黄銅鉱・磁硫

鉄鉱とは反射色や多少相違する硬度およびKOH：等の

試薬に反応しない点で区別される。閃亜錯鉱中に認めら

れるものは滴状・斑点状の黄銅鉱と縞状・虫状をなして

共生し，黄銅鉱・磁硫鉄鉱との境にみられる場合には鋸

状をなすものもあり，いずれも大きさは0．05mm以下

であ為。

　閃亜錯鉱は一部の鉱床を除いて普遍的に産する鉱石鉱一

物で，肉眼的に漆黒色のものから飴色のものまで存在す

るら鏡下では暗灰色の反射色を呈し，飴色のものほど内

部反射が著しい。産状には

　（1）磁硫鉄鉱・黄銅鉱を交代し，方鉛鉱と共生する

もの

　（2）斑点状，滴状の磁硫鉄鉱・黄銅鉢・キュー・ミ鉱

を包有するもの

　（3）黄銅鉱中に星状をなして包有され，いわゆる
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“Zincblende　Star”と称されるもの

　（4）白鉄鉱と共生し，縞状をなしsuperg6neのも

のでいわゆる“Schalenblende”と称されるもの

　などがあり，（1），（4）は飴色の閃亜錯鉱であるが，

（2），（3）はマーマタイトである。・

　方錯鉱は閃亜錯鉱より若干少なく，同様に2，3の鉱床

にのみ産出する。肉眼的にも多いのは錯沢鉱床のみで，

他は一般に顕微鏡的のものである。鏡下では反射度の高

い白色を呈する。産状には次の3種があり，比較的長い

晶出期を有する。

　（1！磁硫鉄鉢と共生し，石英の間隙を充揖するもの

で，磁硫鉄鉱とは前後して生成している（一部蒼錯鉱物

を伴な5）

　（2）閃亜鉛鉱と共生して相互境界を示し，磁硫鉄

鉱・黄銅鉱を貫ぬくもの（一蔀に金・銀鉱物を伴なう）一

　（3），黄銅鉱・白鉄鉱と共生して閃亜錯鉱を貫ぬくも

の

　などであるQ

　輝水錯鉱は肉眼的には認められず，すべて顕微鏡的の

ものである。おもに砂子沢鉱床に認められる。径0．5～

0．02mmの板状結晶を示し，黄銅鉱に随伴する。鏡下

では暗黒色ないし灰白色の反射多色性が顕著で，異方性

もきわめて明瞭である。腐食講騨ではすべてρ試薬に侵

されず，Ramdohrら1。）の記載と一致する。

　雑銀鉱（？）は顕微鏡的の細粒で，かつ量も少ないが，

中央鉱床で第35図のように黄銅鉱・閃亜錯鉱・磁硫鉄

鉱お’よび自然金に伴なつて存在する。鏡下では比較的研

磨が良く，やN赤昧を帯びた灰白色を示すが，反射多色

性・異方性が顕著である。腐食試験ではRNO3（1：1）に．

急激に黒変ないし褐変し，HCl（1：1）にも徐々に褐色に一

変化する。K：CN（20％）にはやΣ不明瞭ではあるが若干・

変色し，その他の試薬にぽ侵されない。以上の性質は一・

応雑銀鉱に一致する。しかしきわめて細粒のため検鏡分

析等を行いえなかったので，未決定であり，ベルチエ鉱・

の疑いもあり，さらに研究の予定である。

　自然金は鏡下にその存在を認めることはきわめて困難
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であるが，油浸系では，磁硫鉄鉱・黄銅鉱の粒間に閃亜

錯鉱・雑銀鉱あるいは輝蒼錯鉱物とともに径0．01mm
『
以
下 の微晶が認められることがある。蒼錯鉱物と金の共

生することは松隈寿紀ら7）も報告しており，この種の鉱

床では注目すべきものと思われる。なお鉱山側の資料に

よると，磁硫鉄鉱鉱石中にはAu12～15g／t，Ag35～36

9／tが含有されることが知られている。

　自然蒼錯は肉眼で認められるものから顕微鏡的のもの

まである。通常紅昧を帯びたクリーム白色の反射色を示

す。反射多色性ははなはだ明瞭で，異方性も顕著で双晶

などが認められる。腐食試験ではHNO3（1：1），H：Cl

（1：1）および王水には侵されるが，そのほかの試薬には

侵されない。域上は従来の記載に一致する。

　輝蒼錯鉱は肉眼的に認められ，多少黄色昧を有する純

白色の反射色を示すが，灰白色も示して反射多色性が明

瞭である。異方性も明瞭である。腐食試験の結果は従来

の記載と』一致し，分析した結果は次り通りで，輝蒼錯鉱

と決定できる。

、成　分

Bi

S

（％）

多く含んでいる。硫化鉱物間では特に困難で，竹内常彦

らmも諸方法の併用を望み，晶出過程を決める手段とし

て，

　（1）顕微鏡下に鉱石の構成鉱物の晶出順序を決める

こと

　（2）複合組織より離溶順序を推定すること

　（3）実験で求められた離溶温度を参考にすることを

あげている。こ』宅もこれらを充分考慮し，さらに地質

学的な破砕作用等を整理したものである。

次に鏡下にみられる若干の興味ある組織を記載する。

　磁硫鉄鉱蝋硫鉄干ッケル鉱

　本鉱山における硫鉄ニヅケル鉱は，従来記載された磁

硫鉄鉱の一定方向に配列Lて連晶をなすものとは多少異『

なり，硫鉄ニッケル鉱は不規則な微粒で包有されるのみ

である。磁硫鉄鉱は他のニッケル鉱物と共生することは

まれで硫鉄ニヅケル鉱を随伴する。磁硫鉄鉱はほとんど

常にNi元素を含有し，W．H．Hewhouse2）が述べてい

るように温度・成分の関係で：Niの一部が硫鉄ニッケル

鉱として離溶したものとも考えられる（第36図）。．

75．85

17．60

　　　　　　　　　分析：磯野清．
　硫蒼錯銅鉱は自然蒼錯・輝蒼錯鉱・黄鍾鉱’・磁硫鎌鉱

などとともに産出する。鏡下では常に自然蒼錯と黄銅鉱

の境に帯状をなして産出し，クリーム白色の反射色を示一

す。また反射多色陸および異方性を示し，腐食試験で

は，HNO、（1：1）以外の試薬には侵されず，」応ウイヅ

チェン鉱に類似するが，エソプレク杢鉱の疑いもあり，

さらに研究の予定である。

　四面銅鉱ほ肉眼的には認められず，鏡下でまれに黄銅

鉱・閃亜錯鉱・磁硫鉄鉱に髄伴して存在することがあ

る。

　褐鉄鉱は磁硫鉄鉱の酸化によつて生成されたものであ

るが，磁硫鉄鉱が比較的純粋であるので，褐鉄鉱も不純

物が少なく∫特に砒素の含有が少ないのが本鉱山産褐鉄

鉱の特徴である。褐鉄鉱中にはク・ム鉄鉱が混在し，最

大0．8％程度のクロ ムを含有している。褐鉄鉱は一般に

・緻密ないし多孔質をなして産出するが，粉状のものもみ

られる。透過顕微鏡下で検すると，一黄褐色ないし揚色を

呈して，不：規則塊状または縞状等をなす。

　7，4鉱物晶出順序と共生関係

　以上本鉱山各鉱床に産出する鉱物の晶出順序を纏める・

と第35図のようになる。

　これは鏡下の観察，特に次に示す鉱物間の共生関係に

よつているが，これだけで決定することは困難なものを

犠．
0，

エヨ〕一P　硫鉄ニッケル鉱

懸島，磁硫鉄鉱
崖…　τ　四面銅鉱

翅Cp・黄銅鉱
壁翠Zn・閃亜錯鉱

第　　36　図

　　　Zn．

0　　　　　σ02mm、

磁硫鉄鉱一黄銅鉱

磁硫鉄鉱を黄銅鉱が貫ぬき，若干磁硫鉄鉱が早期に晶

出を始めているが，多くは相写境界を示し，ほ黛同時期

に多くが晶出している。特に黄銅鉱中に斑状・火焔状

等の磁硫鉄鉱が存在したり，逆に磁硫鉄鉱中に虫状・紐

状の黄銅鉱が包有されたり，また両者がともに閃亜錯鉱一

中に包有されたり’している。’以上の一部はMerwin，

Rombard8）が記載するように，黄銅鉱式固溶体，磁硫鉄

鉱式固溶体から温度低下とともに析出したものと考えら

れる。

　閃亜錯鉱一黄銅鉱一キューパ鉱

　黒色閃亜錯鉱中に黄銅鉱・磁硫鉄鉱とともにキュー・バ
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　　　　　囮’黄銅鉱
　　　　　囲1閃亜鉛鉱

　　ρ　0、08mm

第37図キユーバ鉱の産状

鉱が認められ，竹内常彦mの示すように2段離溶をなし

ている○

　温度の低下とともにまず磁硫鉄鉱と黄銅鉱を離溶し，

後にその黄銅鉢からさらにキューバ鉱を離溶したものと

考えられる（第37図＞。

　黄銅鉱一閃亜錯鉱

　上述のように閃亜錯鉱は滴状の黄銅鉱を包有してお

り，この共生は他の鉱山でも多く認められ，一般に離溶

産物とされている。また塊状黄銅鉱中には常に星状の閃

亜錯鉱を宥していて，宅れも離溶産物とされている。閃

亜錯鉱は一・部黄銅鉱を交代するものがあり，黄銅鉱の方

が若干早期に晶出し始めたものと思われる。

　自然蒼錯一輝蒼錯鉱一蒼錯硫銅鉱物

　自然蒼錯は輝蒼錯鉱・黄銅鉱に交代され，輝蒼錯鉱は

．黄銅鉱に交代される。硫蒼錯銅鉱はこのうち最後の晶出

で，自然蒼錯と黄銅鉱の境界に沿い生成している。これ

拡反応縁として生成したことを示すものである。

　黄鉄鉱一白鉄鉱

　黄鉄鉱の大部分は二次的と思われ，初成的のもIDほ一

部の鉱床に産する年すぎない。

　白鉄鉱は揖とんどが二次的のものと考えられるが，磁

硫鉄鉱鉱体の深部の鉱石には初成的の黄鉄鉱・閃亜錯鉱

　　　　　　011ηm

第　 38　図

とともに脈状をなして産出し（第38図），二次鉱物とは

考えられず，初成鉱物のきわめて末期に生成されたこと

を示している。しかし多くは二次的の硫化亜錯鉱や黄鉄

鉱とともに産出し，二次的（supergene）のものと、思われ

るo

　なお磁硫鉄鉱を羊とする鉱石でも，白鉄鉱・黄鉄鉱な

どの二次鉱物が種々の割合で存在し，．その量比は今後焙

焼その他の処理面において重要な役割を演ずるものと考

えられるQ

8．品　　位

、8．1微量分析

　本鉱山で認められた鉱物は多数にのぼるが，鉱庶中で

・の各種の元素の挙動を知るために，微量分析を行らた。

分析に供した試料は一応各鉱床に共通で特徴的な磁流鉄

鉱・黄銅鉱。硫砒ニジケル鉱・褐鉄鉱などの鉱物と，露

天化作用の過程を示すもの，および母岩を選んだ。その

結果は第1表の通りである。

　まず磁硫鉄鉱・黄銅鉱等中にはCr，Ni，Co，Cu，Ti，

Mn，As，Ag，Zn，Sn，V等の元素が，硫砒ニッケル鉱

には，Bi，Au，Cu，Pb，Co，Cr，Ti，V等が認められ，

Geはいずれの試料中にも認められなかつた。

　露天化作用により，磁硫鉄鉱が褐鉄鉱に変化する際に

はCrおよびCuの二部が濃集するほかは露天化作用F

が進むに従い元素が流出してい、る。また母岩についても

新鮮なものと多少変質したものの間には，多少元素の変

イヒがうかがわれるo

　Niが蛇紋岩に多いのはM琶．の一部が：Niで置換され

ているものと、思われ，磁硫鉄鉱中のものは含有される硫

鉄ニッケル鉱と：NiがFeの一部を置換したためと，巴

われる。Crが各試料中にみられるが，これは微晶が包

有されるためで，Biが硫砒ニッケル鉱中に認められる

ものも同様，きわめて微細なBi鉱物が包有されるため

と，思われる。

　8．2鉱石品位
　本鉱山の鉱石は前述のように各種のものが産出する

が，稼行の対象となりうるものは鉄鉱・硫化鉱およびニ

ヅケ々鉱である。これらの品位について本所で分析した

ところによると次のようであるQ

　褐鉄鉱はFe33～45男を示し，不純物を混入するこ

とが少なく比較的良質である・硫化鉱はおもに磁硫鉄鉱

力・らなり，S22ッ35％1を示すが，若干酸化した所では白

鉄鉱が濃集するため35～40％のS品位を示してぷる。’

なお鉄の品位は45～50％を示しているが，常に鉱右中

にに0。1％±のCuを混入しているQ

　ニヅケル鉱は前述のまうに主として硫砒ニッケル鉱か
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第 1 表

No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

　へてロ　　　　　　ド

試料品名1
塊状磁硫鉄鉱

結晶磁硫鉄鉱

粗粒磁硫鉄鉱

細粒磁硫鉄鉱

黄　銅　，鉱

硫砒ニッケノレ鉱

塊状褐鉄鉱
多孔質褐鉄鉱
主として白鉄鉱

黒色粘・士
黄銅鉱に富む酸・
化鉱

千枚岩質岩
虻　P紋　　岩

滑石化虻紋岩

採集場所

第7鉱床3号坑

第7鉱床

　　一〃

砂子沢鉱床

第8鉱床中央坑
，第3鉱床第3号坑

第1鉱床

　〃
第7鉱床3号坑

第7鉱床

第3鉱床

第7鉱床新坑

第7鉱床

　　〃

G6％

0．000

0．000

0。000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

As圖SblAu

tr．一

3 一』

？1－
6＊ 5

　1

2 －　
2 －
tr・i－

　
11一

d－
t「・1一

tr。 2

AgllCu

4

1
tr．

2
3
2
1
6＊

3
3
3
2
1

4

1
1
2

Pb

tr．

2

2

4

1

1

Zn

1

2

1

1

Sn

1

3

1

1

2

tr．

tr．

MoW Ni

3
4
3
21
3＋

6＊

tr．

tr．

3
・tr．

3
tr．

5
3

Co

1
2
1
1
1
6
tr．

1

1

2
1

CrTi

3
1
3
3
4
4
6
5
5
4

4

1
4
1

2
2
tr．

2
3
3
tr。

tr．

1
1

！

1
1
2

VMn
tr．

1

2
1
2

tr．I

tr．

tr．

2
tr．

tr．

tr．

1
tr，

tr．

tr。

1
tr．

1

3
2
3

Pf Ir

註）元素の強度表示法　　各元素はそれぞれスペクトル線の強度を数字で表示した。

　tr：確認限度　　1：非常に弱　　2：弱　　3：普通　　4二やx強　　5：．曝
　　　（主成分元素となりうる）　？：確認し得ず

6：非常に強　　6＊：きわめて強

らなり，3％以上のニヅケル品位を有する鉱石も産出す

るo

9．探鉱方針

大倉鉱山の各鉱床がお玉む題断層に沿つた塊状なめし

脈状鉱床であり，一部を除いては，蛇紋岩に伴なうこと

から次の方針がたてられる。

　（1）蛇紋岩と古生層の境界で断層際から蛇紋岩側を

．追跡する。

　（2）褐鉄鉱下部の含銅磁硫鉄鉱を追跡する際に，鉱

体が縮迫して，脈が狭くなれば，その下部はやがて尖滅

するものとみなければならない。’

　（3）断層による鉱体の移動には大きなものはない。

　（4〉下部については，特に西部では厚い安山岩等に

よつて被覆されているから，電気探鉱を行うのが適当で

あろう。

　したがつて各鉱床について，今後探鉱を行うに際して・

嫁次のことを考慮すべきである。

　第1鉱床＝立坑掘進とその鑓押

　第3鉱床：中坑の鑓押とその下部探鉱。附近の電気探

鉱と磁気探鉱，

　第7鉱床：第1，2，3各坑のうち，第3坑レベルの鑓

押と立入およびその下部の試錐と露頭中坑下部の試錐

　第8鉱床：南北両鉱体の合点に向けて坑道ないし試錐

掘進。南鉱体の西押し

　第9鉱床：現鉱体群附近から電気探鉱と磁気探鉱

砂子沢鉱床：開南坑レベルとその下部6露頭中坑下部

の電気探鉱ないし試錐E

大須久保鉱床：厚さと深さを知るための試錐

中央鉱床＝現鉱体下部確認のための試錐

以上の事項が地質的に考えられるが，実施する，際には

種々の立地条件が加昧されるべきである。・

10．化学探鉱

10．1　調査区域，目的および方法（第2図参照）

調査区域は現在稼行中の鉱床周辺の沢を含む区域で，

潜在鉱床の探査を目的として行つた。なお発見された大

須久保鉱床について，その延長を推定するため地表土壌

による化学探鉱を実施した。また一部の坑道について母

岩を対象とする化学探鉱を行つた。

調査対象の沢水については，下流から上流に向かつて

20mごとに試水を採取し，親場で測定を行つた。土壌

は測線間隔10m，測西点間隔5mで深度0．6mまでの

ものを試料としたQ坑道母岩は，側壁のものを1～2m

問隔に採取した。

　測定成分は，沢水はp耳，Zn，SO4を，土壌・岩石は

水抽出法によるpHと酷酸ソーダ抽出法によるCu，Zn，

SO4を狽虚走…したo

　分析方法はZnはヂチゾン法，Cuはヂエチルヂチオ

カルバミン酸ソーダ法，SO4は塩化バリウム坤濁法，

pHは比色法を採用した。
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　10．2調査．結果
　10．2．1大須久保沢（第2・31・39図，第2表参照）

　採水ほ大懸崖上の滝口に近いところをNo．1として，

上流に向かつて20m問隔に行つた（露頭附近は10m
で採水）。

　（1〉・水温：夏季における沢水の温度は気温の影響を

受けて上昇し，地下水の加入によつて低下の傾向を示し’

ている。流入水の認められない場合，水温が降下すると

き嫡湧水が推定され・これ嗜Z蔦、SO・などの異常が伴

なえば，鉱床との関連の可能瞳が考えられる。　、

　No．11は湧水箇所で，上流は堆積岩屑のため「カレ」

沢となつている。No．9～11の水温が低いのは湧水によ

るもので，下流までその影響がみられる。No．12に認

められる温度変化は，この附近に湧水のあることを示す

ものである。No．13～15は水量少なく，岩盤上を流下

するため気温の影響を受けたものと考える。

　．（2）・・pH：p耳は6．O～6．6で，これらのうち6．0～

・6．4を示してZn値に異常の認められるNo．5，6およ

びNo．12ん15はいずれも露頭による影響の現われた

ものである。採水の末端にあたるNo．11はpH6．2

であるが．Znの異常が認められないので，鉱床に関係

ないものと考えられる。鉱体の影響によるpH値の低

下が比較的少ないのは，酸化帯における鉱石の褐鉄鉱化

によつて硫化鉱の少ないごと，および蛇紋岩等による地

質的関係ゐためと思われる。

　（3）　Zn：Zn値は最小o．01mg！l，最大o．08mg1」
’
で
あ つて・露頭附近は0・03～0・08mg／」の異常で・pH

値と同様に鉱床との関係を示している・No．1，2は

pH：6．6を示すにもか』わらずzn値o．08，0．05mg／」

で露頭附近の異常と相違することが認められる・これ

はNo．1と：No．2の中間に露出する硫化鉄鉱を含む’
』
珪
質
岩 に関係あるものと推定されるが，その抽出値は

第2表　大須久保沢水分析値

Loc．
No．

1－

2
3．

4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

1水温
（。C） pH

11．0　6．6

11．0　6．6

11．0　6．5

10．0　6．5

10．0　6．4

10．0　6．4

10．0　　6．5

9．5　6．6

8．5．6．5

8．5　6．5

8．5

10．0

12．5

12．0

12．0

6．2

6．2

6．1

6．0

613

Zn
（mg／」）

0．08

0．05

0．01

0．01

0．04

0．03

0．02

0．02

0．02

0．02

0．01

0．05

0．08

0．07

0．04

SO4
（mg／」）

3
3
3
3
3
銑

3
3
3
3

3

3

3

3

3

備 考

露頭のところ

：No．5から11m「

これから先は水がなV、

No．10から22m
右岸支流入口
No．5カ〉ら一11m

No、12から10m　　　　、

露頭の横

No．13から10m
滝の下

No，14から7m

pH7．6，zn　o．4γ／g，Cu　o．0γノg，SO40．o　mg／gであ・

つて，pH値には塩基性岩の影響が考えられるが，Z五

値がこれに関係あるものとは認められない。その根源は．

他にあるものと考えられ，この附近は探鉱余地のある地．

区と推定される。

　（4）SO4、；SO4はいずれも3mgμ程度の微量で変

化が認められない。これほ磁硫鉄鉱が酸化して褐鉄鉱化．

する際に生ずるSO4がほとんど消失したためと考えらr

れる。水中のSO4の量から本鉱床は主として褐鉄鉱で

あつて，磁硫鉄鉱は上部には存在しないものζ推定され，

る0

　10，2。2大須久保鉱床（第40・41図，第3表参照）

水温酬Zn　SO4
℃　　吻咳
1270　α10テ

　　　　水温…
10　　68　　α08　4，Zn

866σ063一ε砧
　　　　PH
64　α042一

62　α02卜

6，0　α000

，ノ、、、、

罪A

1・　2　　3　　4 5　6　　ワ
（露頭）

　a

　　　　　　ll冠

8　9　10　11　　’12131ヰ15
　　　　　　　　　（露頭）

　　　　　　　　　b『

第39図　a：大須久保沢（気温17．0。C）b：大須久保支流沢
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鯵ηo　　　　　ぺ

⊆　　　　　　　　　　　η0

～　　　へ

臨燃
　　　　　　硬’　〔＼

　　　　　　饗繋0

　　　　．媛…諭』

　　　　そ徽遜ミ鍵

　　　☆嘗処瓢畿
　　　　　　　　　　　　一5．1＞　．036－50
0　　　　　　　Io　　　　　　2σ旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　 18－2．6

　　　　　　　　　　　　　　　　●　丁．4－1．6

　　　　　　　　　　　　　　　　0　1．3＞

　　　　第40図大須久保露頭附近化攣探鉱図
　大須久保沢を横切る露頭（沢水の測点No．6にあたる）

の下流約30mの右岸ベリを基点として，：N170W，延

長100mの基線を設け，10mごとにこれに直角の測線

を設け，この線上に5mごとに測点をつくつて土壌を

採取した。岩石のみで土壌の採取不能の所は，岩石を採

取して試験を行つた。剥土によつて状況の判明した六線

以下の沢沿いは省略した。

　土壌・岩石を水で抽出した場合の水のpHは，試料に

含有する可溶性のSi，Ca，Mg，SO4および有機酸等に

よつて支配され，有機酸以外の根源は地質ならびに鉱床

と関係あるものと考えられる5

　また土壌中の可溶性2n，Cu，SO4は表土に覆われた

露頭，鉱化作用を受けた母岩などから物理化学的に土中

に分散または溶出したもの，あるいは鉱床を覆つた岩石

の割れ目または断層を通つて移動や上昇したものが，土

壌を媒体として吸着やイオソ交換などの作用により土壌

中に．分散したものと考えられる。

　（1）pH：土壌抽出水のpH値の頻度分布は，第、

40・42図に示すように試料61個のうちpH5．0が33％

、を占め，これを中心とする4．8～5．4と6軌2州6．8のグル

ープに分かれている。中間の5．5～す．1は存在しない。両

　　　．！一胃グ

　　　．越
　　　蓬1
　　　　　　　　　ηo　　　‘
　　　！・べ
　　　　　　　　駅＼舞．

　　　　馨暮怒

　　　　　　赤一…蕊吻

罷㌘諺憂

0　　　　　＝0　　　　20瓢

04～6
9　2～3、4、

0　19、＞

　　　第41図大須久保露頭附近化学探鉱図
グループの相違は，“おもに地質的の影響によるもので，

前者は珪岩および珪質岩に関係し，後者は塩基性岩であ

る撒撹岩および蛇紋岩に関連あるものと老えられ，測線，

一と六との間にその分布が推定される。

　岩石のみを採取した七の3（石英脈），八の2（珪岩）お

よび土壌とともに採取した七の4ノ（珪岩）のpHは4．8

～4。9で，附近の土壌と関連があるが，例外として八の

5（石英脈）はpH6．4を示して，周辺の土壌と関係の

ないことが認められる。これは珪岩と塩基性岩の境界に一

露出する石英脈が，pHの高いのはおそらく蛇紋岩の影

，響を受けたものと推定される。

　（2）　Zn：二h壌抽出によるZnの分布は，第4！・

43図のように試料61のうち異常と認められる．Zn4γノ91

以上は25で約41％を占め，測線一と八との間に存在す

る。この異常群は，七の一2近くにある露頭と沢の合流

点から下流へ10m附近の露頭とを結ぶ線に沿つて沢沿

いに認められる鉱床の拡がりを示すものである。Zn2～

＄。4γノgは準異常点で芝測線五と十との問にその分布が

みられる。これはSO4と関連して鉱床の影響の考えら

れる所で，珪岩および珪質岩によつて覆われた下部に鉱

床賦存の可能性が推定される。
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第3表　大須』久保鉱床土壌抽出試験値

：Loc．

NQ．

一の1
一の2
・一の3

二の1
二の2
二の3
、二の4

1三の1

三の2
．三の3

三の4
四の1
四の2
四の3
四の4
四の5
五の1
五の2
．五の3

．五の4

1五の5

六の1
1六の2

六の3
六の4
六の5
七の一2

七の一一1

七の1
七の2

七の3
・七の4
七の4ノ

深度
（m）

0．5

0．3

0．6

0．5

0．6

0．6

0．6

0．2

O．3

0．6

0．2

0．5

0．6

0．6

0．5

0．2

0．6
0．3

0．5

0．6

0．6

0．6

0．4

0．3

0。6

0．6

0．3

0．3

0．2

0．6

0
0．4

0

P互「訣、

5．418．O
　F
5．42．2
　ヒ6．614．0
6．23．2
6．69．0

6．622．0
5．16．0

　り
6．336．0

Cu
（γ／9）

1．8

1．2

2．2

2．4

2．0

9．0

1．4

16．0

（詔垂）1備考

0．2

0．0

0．0

0．0

0．0

0。0

0．0

0．0

6．8　6．0　　　4．2　　0．0
6．815．6　　　　2．6　　　0．O

　I
5．2、！2．0　　　　4．0　　　0．0

6．7 40．0＜’20．0　　　0．0

　6．640．0＜　48．0　，・0．0
　6．211．0　　　1．8　　0．0
・6．326．0　　　3．6　　0．0
5．2［6．。。．2。．。

6．3　6．0　　　7．0　　 0．0

5．0　2．0　　　2。0　　0．0

6．3　5．0　　　5．、0　　0．6

5．2　3．0　　　5．0　　0．0

5．0　4．6　　　1．6　　0．1

6．440．0＜　16．0　　0．1
5．2 24．0　　　12．0　　　0．0

5．112．0　　12．0　　0璽1

5・012・0　2・4・0・1
5．213．0　2．00．0
5．oto．6　1．00．0

5．0　1．2　　　1．4　　0．0

5．2　2．O　 I　1．6　　0。0

5．0　6．0　　　1．6　　 0．0

4．82．6

5．218．0
4。9 10．O　l

3．0

11．0
5．0

0．0

0．0

0．0

｛3、m上方に虻紋岩の露出あP

∫虻紋岩露出あP，3m位の所，石英

天脈と褐鉄鉱の露頭あり

石英脈露出あP

珪岩上の土

土中褐鉄鉱混る

3m下方に露頭あP

｛　　　し六の3と六の4の間に露頭あP

露頭の5士n位上方

｛石英脈の露出あP（試料石英脈とる）

露頭
Mnを含む珪岩

1：Loc．No．
七の5
八の一3

幣lpH
0．4

0．4

八の」2ρ．6

八の一10．1

八の10．1
八の2　0
八の30．3

八の40．2

八の5
九の一4

九の一3

九の一2

九の一1

九の工

九の2
九の3
九の4
九の5
十の一2

十の一1

十のユ

十の2
十の3
十の4
十の5
士1の一2

士の一1

，±：の1

士1の2

土の3
士：の4

士の5

0

0．1

0．25
0．1

0．3

0．15
0．3

0．5

0．5

0．5

0．4

0．2

0．3

0．1

0．2

0．1

0．6

0．3

0．4

0．1

0．1

0．25

0．3

0．4

Zn
（γ／9）

5．04．61

4．9、2．2

4．9

5．0

5．0

4．8

5．0

5．1

・6．4

5．0

5．2

5．0

5．0

5．0

5．0

4．8

4．9

5．2

5．4

5．2

5．1

5．0

5．0

4．9

4．8

5．0

5．0

5．0

4．9

4．9

1
4
． 8
4．8

1．4

1．0

1．4

0．8

4．0

5．6

2．6

1．0

2』6

1．0

1．4

1．6

2．6

1．4
「
1
． 4
2．0

1．4

0．4

1．4

2．2

3．4

1．0

2．0

1．6

0．6

0．8

1．0

1。6

1．0

0．6

Cu
（γノ9）

1．6

1．4

SO4
（mg／9）

0．0

0．2

1．4　010
0．8　0．2
1．4　0．0
0．4　0．0
喰

1．8　0．2

5．0　10．0

1．6

0．G

1．8

1．6

1．6

1．6

1．8

1．4

1．4

2．0

0．8

0．4

1．6

1．4

1．8

1．0

1．6

1．6

0．4

0．6

1．0

0．4

0．2

0。2

0．0

0．1

0．1

0．4

0。0

0．0

0．1

0．0

0．0’

0．0

0．2

0．0

0．0

0．0

0．0

0．4

0．1

0．0

0．0

0．2

0．0
、0．0

0。0

’0。0

備　　考

　（3）Cu二土壌抽出によるCuの分布は，第40・

44図のようにCu1．8γ／g以上の異常が約46％で，

Znと同様に，・その異常群が測線一と八との間に認めら

れる・岩石・土壌中のCu抽出値は，Znに比較して普

通1／2以下の場合が多いが（第4表参照），本地域の土壌

嫡，ZnよりCu抽出値の多いものと，差のないものと

の合計約15％になる。

35

　30
1
頻

　25，度

分20

布

％15、

の

o
菟8　50　52　54　5．6　58　60　6．2　64　6，6　68　70
　　　　　　pH

∫滝の上部，沢の右’

し岸2mの所

珪岩上の土壌

露出する珪岩

｛
岩石（石英脈）

　　　　コ露岩上盤珪岩
　　下盤石英脈
沢の左岸沿い

露出岩石上の土壌

露出岩石上の土壌

露出岩石上の土壌

露出岩石上の土壌
露出岩石上の土壌

｛1

この附近より上方
、は緩やかな傾斜地
　同　上

　これはCuが鉱床と関係の深い挙動を示すこと，お

よびZnが流出してCuが濃縮したことを示すもので

ある。測線九と十との間に認められる異常の最高は，Cu

2．0γノg程度であるが，測線七と八との間の異常に接続

するものと推定される。

　（4）SO4；土壌抽出によるSO4の分布は，第41・

45図のようにSO40．1mg！g以上の異常は試料61中

16で約26％にあたる。その最高値は五の3の0．6mglg

で，これに次ぎ九の一2，十の4はともにo．4mg／gを示

12 ｝2

ゆ　き

1振

第42図　大須久鉱保床土壌のpH分布図

ρ

　　　　　oぢ　 マの　ヨぢ　ぞロ　　さ　の　ヨニ　イロく

　Zn　％

八
、V」4へ

α4a6θ810『2141息脚222－2628ao皿餌％認切雌鱗秘40凹

第43図　大須久保鉱床土壌の抽出Zn頻度分布図
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Lている。SO4はZn，Cuの異常にほとんど関係なく，

五と十一との聞のpH5．4以下の所におもに認められ

る。その根源は本鉱床に伴なう石英脈および断層に起

因するものと思われる・五の3がpH16・3℃，SO4が

異常値であるのは，蛇紋岩の影響によるものと推定され

る○

．第4表はおもに大須久保鉱床と錯沢鉱床関係の岩石1　，

郭よび各鉱床鉱石について試験した結果である。

大須久保鉱床岩石は，錯沢鉱床に比較して，亘H値の

酸性を示すもの多く，とくにCU値は後者と相違し異常

である。SO4は沢の石英脈（No．2，3）に顕著に現われ

たのみで，他のものには認められない。Au，Agは石英

脈のほかに異常地帯の珪岩にも多少存在するごとが判明

Lた。露頭部で採取した：No．2，3は，褐鉄鉱に接触

Lた石英脈で，Zn，Cq，SO4の抽出値が高いが，Au，

Agに関係ρ少ないことが認められる。

以上の実験結果と前記土壌の抽出試験結果を綜合し

て，大須久保鉱床について判明したことは次の通りであ

　”01520～53035鱒妬50　　蜘“α6ωωLコ1れ5182α2翫62昭σ玉Z3436誌‘y4燕』、じ‘一臼・

　　Cロ『／ヨ
　　第44図　大須久保鉱床土壌の抽出Cu分布図

る。

　（1）測線一と八どの間は，沢べり沿いに認められる

鉱床の拡がりと，蛇絞岩の影響がpH，Zn，Cuの抽出

20

頻15

度

数

　　　の　　ぴ　　　ひド　　　ひヰ　 ぴタ　　ひ　　　ひマ

　　　　　　so4m功
第45図　：大須久保鉱床土匿の抽出SO4の頻度分布図

第4表岩石と鉱石の抽出値および金銀分析値

：Loc．

No．

1

2

．3『

4
5
6
7
8

9

10

11

12『

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

採　取　場　、所

大．須久保沢No．1と　No．2
中問

大須久保沢No．6露頭A

〃

1大須久保鉱床

　　同
　　同
　　同

B

七の3
七の4
八の2
八の5

増沢本流，No，33露頭

増沢本流No．58の5m上流
滝のところ，No，58－A

　同　　、　　No．58－B

鉛沢No．6
〃　No．8
〃　：No．13

〃　No；15

第3鉱床3号坑

　ノノ　1号坑
第7鉱床下坑

中央鉱床3号坑

　〃　1号坑

砂子沢露頭
　〃　開南坑

　〃　新坑
第8鉱床中央坑

大須久保鉱床露頭

pH

7．6

4．6－

3．5

4。8

4．9

4．8

6．4

4．4＝

7．6

7．6

7．2

7．1

6．4

7．2

4．5

－3．6

4．8

3．9

5．0

4．2

5．0

5．0

5．2

4。4

Zn
（γ／9）

40．

4。0＜

40

　2，6，

F10。0

　0．8

　2．6

　3．6

1．0

3。8

18．0
0．・4

1．2

0．6

80．0

200＜
40。0

200＜

200＜
70．0

40．0

200＜
80．0

5．4

Cu
（γ／9）

0。0

26．0．

24．0

。3．0

5．0

0．4

1．6

4．0

0。0

0．0

0。0

0．0

，0．2

0。2

80．0

90．0

6．0

60．0

3．2

24．0

2．5

3．0

1．0

1。0

SO4
（mg／9）

0．0

1．4

4．0＜

0．0

0．0

0．0

0．0

1．6

0．0

o．0

0．0

0．0

0．0

0．0

3．2

20．0

0．8

4．0

1．6

1．6．

0．8

1．2

1．2

2．0

Au
（9／t）

0．0

0．0

0．3

tr．

tr．

0．3

tr．

Ag
（9／t）

0

0

16

3
3

4

1

備 考

硫化鉄鉱のある珪岩

石英脈，白色部多い・
もの一

石英脈，黒色部多い
もの

石英脈

珪岩，Mnを含む

珪岩・
石英脈

石英脈

礫岩

　〃
砂岩（硫化鉱点在する＞

砂岩
珪岩
砂岩
硫砒ニヅケノレ鉱

硫砒銅鉱

磁硫鉄鉱

銅鉱
亜鉛鉱

磁硫鉄鉱

　〃
　〃
　〃
褐鉄鉱、
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、値に．現われている。

　（2）測線七影十一との間は珪岩郭よび珪質岩？部分

が多く，このためZn，Cuの異常は一部を除いて顕著で

ないが，SO4の異常とAu，Agの存在によつて，鉱床

延長の可能性が推定されるび

　（3）　鉱床の上部は褐鉄鉱であるが，下部は磁硫鉄鉱

から）なるものと、思われる0

　10．2．3．錯沢（第2・46図，第5表参照）’．

　採水は水無川沿いの小道のところをNo．1とし，20－

m問隔で行つたが，No．．14～17は別の地表水と湧水で

ある。

　（1）水温：水温は9．5～13．5。Cの範囲であつた。

1これらのうち9．50Cを示したNo．13とNo．17はと

もに湧水である。13．50CのNo．、11は水量少なく，露

出岩盤上を流下するため気温の影響を多く受けたもの

で，10。CのNo．14は湧水に近いことを示しているQ

　（2）pH二pHはNQ。17を除き6．0～6．7でNo．

5の10m上流に旧坑が存在するにもか玉わらず，その

影響が少ないのは，SO4が微量であること，および塩基

性の母岩に関係あるものと推定される（第4表）。・

’No．11およびNo．13のpH値は，Zn値と綜合して

注目すべきところである。No．r17は4．6で坑内水（第

7鉱床3号坑内のもの4．2～4．5）と同程度の酸性を示し，

Zn，SO4はともに大異常点であるので，おそらく旧坑の

坑内水に関係あるものと推定されるが，その水源は不明

である。

　（3）、Zn：Zn値はo．05～o．8mg1」以上で，いずれ

も異常を示している。これらめうちNo．1～6では大異

常が認められ，当然旧坑の影響と考えられるが，それ以

外の諸点も異常が顕著で，一鉱床に関係ある地帯と推定さ

れる。

　（4）　SO4：SO4はNo．17が15mg／Zを示した以
外，いずれも3mg1」以下で，Zn値に比較して少ない．

ことが考えわれる。これは鉱床が方錯鉱・閃亜錯鉱を主

とするためであつて，鉱石の種類に関係あるものと思わ

．れる（第4表参照）。

茄盈pH珈SO4
0c　m駈四匠

　　水温””1牙70　050　5－

10　6B　α舶　 4－Zn

第5表　鉛沢の流水分析値

Loc．
No．

1
2
3

4

5
6
7
8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

水温
（。C）

12．5

12．5

12．5

12．0

12．0

11．5

11．5

11．0

11．（）

11．0

13．5

10．5

9．5

10．0

11。0

10．5

9．5

pH

6．5

6．5

6．5

6．5

6．6

6．7

6．7

6．7

6．6

6．4

6．0

6．5

6．2

6．7

6．6

6．7

4．6

Zn
（mg／」）

0．40

0．30

0．28

0．8＜

0．44

0．36

0．14

0．40

0．C6

0。14

0．14

0．14

0．14

0．05’

0．09

0．10

「0。50

SO4
（mg／’）

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞・
3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

15

備 考

＊温。

18‘603ひ3’sα4一’“

P日

　　　Zn。
　　ウ
　　　ゆロ叫騒∠・

◎4　鯉0・2一

照αo『r

噂O　OOP　O曹

　　　2　　3

　　　Zn・
　　　　Zn－　　　　Zr．
　　　Pトも　●　ト＿＿＿，」　●
8　　　　9　　10　，2　　　13　　1，　憐　聖5　　　　16　87

第　46　図　　鉛　沢　（気温　18．5。C）

右岸に硫化鉱を含むズ
リ認める

旧坑下方10皿

No．9の8m上流で．
2のノ1、流に，分れ’る

：No，9から12m

No．9から20．m

No．11と同高度の所

No．12から17m
崖よりの湧水

No．13から斜下方の
小流

旧坑上方にあたる

No．15から20m，見張
所上方一本木に近い

水無川に沿う小道べP
水源不明のもの

　10．2．4滝の沢（第2’・47図，第6表参照）

　この沢は増沢の家流であるが，合流点から上流約250

m間は堆積岩屑φため伏流となつているb　No．1の上

流も伏流の所が存在L，採水は断続的のものとなつた。

　（1）　pH：pHは6．3～6．7であるが，、その値はNo．

1～4，No．5dO，No．11～14の3区分となつて相違が

、認められる。露頭の影響の考えられるNo．11，12の

pHが6．3であつて，その上流にあたるNo．13，14が

同様に6．3を示し，No．14にZn値の大異常が認めら

れる事実は，pHが潜在鉱床に関係あるものと推定され

るo

　（2〉Zn：Znは0．03ん0．14mgμ・でいずれも異常

値を示しているo　No．1～4間は1，No．3にo．08mg／Z

の異常があり，pHと関連して注目すべきところであ

る。N軌11の右岸斜上方に露頭が存在し，その転石が

下流に認められるので，No．10以下に多少の影響が考

えられる・しかし左岸の山際から流出するN軌7は転

石に関係のないもので，Zn　O109mgllを示し，その異

常はpH，SO4値と、ともにNo．5～10問との関連性が推

定されるo　No．1L12では、No．12とNo．13の間に

ある露頭の影響が考えられ，近接するNo．13の異常も

：おそらく関係あるものと思われるが，No．14に最高の

44一（632）



新潟県大倉鉱山地質鉱床および化学探鉱調査報告

　第6表　滝の沢の流水分析値

：Loc

No．

　1

2
　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9τ

・10

11一

12

13

14

pH

6．4

614

6．4

6．4

6．6

6．．6

6．6．

6．6

6．6

6．7

6．3

6．3

6。3

6．3

Zn
（mg／」）

SO4
（mg／’）

0．06

0．03

0．08

0．05

0．07

0．06

0．09

0．06

0．08．

0．07

0．09

0．05』

0．07

0．14

3

3
3

3

4
4

4

4
4
5

3

3

3

3

備 考

酬Zn　SO4
睾骸
7ρα0　5一，

6βα084’

伽063集一＿

これから下流は伏流とな
つている

No．　1　カ》ら　20m

No．2から20m
No．3との間に伏流あり
No．3から41m
No14から25m
No．5から20m
左岸の約5m上方から流
出する。No．6から23m

No．7から7m，小滝の下
No．　8　カ》ら　20m

No．9から20m
右岸上方に露頭あり
滝の下

No．11から5m
滝の上流

No．12から20m
No。12　と　No．13　の間

左岸に露頭あP
No．　13　カ〉ら　20m

滝の10m下流

Zn

（岸本文男・郷原範造・石田与之助・加藤甲壬）

で，No．9～12の異常は増沢本流No．33の露頭の延

長との関連性が推定される。No．15は5m余の滝の所

で，pHの低下にか』わらずZn値の上昇なく鉱床との

関係は望み少ない。・

　（3）SO“　＄04はいずれも3mgμ以下で変化が認

められない。褐鉄鉱地帯のSO、は微量の場合が多いの

で，これのみによつて鉱床を推定することはできない。

　10．2．6増沢本流（第2・49図，第8表参照）

　採水は「滝の沢」との合流点の上流約120mの所

をNo．！とし，上流に向かづて20mごとに行つた。

本流は水量が多いために，鉱床の影響ある水が稀釈さ

れ，pHは高くZn，SO4は低い値を示すことが考えら

れ る。

　．（1）水温：水量の多い関係で，あまり変化が誌めら

れない。上流に進むに従つて多少上昇がみられるのは，

気温の影響によるものと思われる。Nρ．59，60は特に

低温を示したが湧水のためである。

　（2）pH：本流のpHは，露頭附近が6．7そあつ

た以外大部分6。8～6．9を示した。本流に注ぐ小流およ

び崖の所を流下するものに，6．2～7．1が認められた。

：No．19より上流のpHが一部を除き下流に比較Lて

　　　　　　第7表　いの沢水分析値

LOC．
No．

血4σσ42・州

SO4

62002　ト

呑o　aoσo一

P日

23　 4　56　78・g『0
　　　　第．47　図　　滝　ノ　沢

1112　　　甘3　　　14

異常が出現したことは，附近の潜在鉱床を揖示するもの

と推定され恥

　（3）SO4；　SO4は9｝16．6～6．7のNo．5～10問

が4～5mgノ」を示し，露頭に関係ある部分より僅かに

多いことが認められる。pHの高い部分にかえつてSO、

の増加することは，pH値がSO4含量よりも地質的条
件，すなわち岩質による影響が大きいものと推定され

る0

　10．2．5　いの沢（第2・48図，第7表参照）

　増沢の支流で，本流と滝の沢合流点の上流約600m

の右岸にある。‘採水は合流点入口をNo．1とし，20m

間隔に行つた。

　（1）　pH：6．5を示したNo・10，11とNo．15、に

多少変化が認められるにすぎない。

　（2）Zn：No．9を境として上流に含量の多いこと一

が認められる。znの最高値はNo。12のo。06mg1」

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

－11

12

13

14

15

pH

6．7

6．7

6．7

6。6

6．7

6。7

6．7

6．6

6．6

6．5

6．5

6．6

6．6

6．6

6．5一

1　チ　Zn（mg／」）
0．02

0．03

0．02

0．02

0．02

0．02

0．02

0．02
’
0
． 04

0．04

0．03

0．06

0．04

0．04

0．03

SO4・
（mgノ」）

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

2＞

3＞、

3＞

備 考

PH勘S傷

m％寧
70σ105・

ε80（B　4・

団

増沢測点No．26の12m
上流が合流点

滝の下方

〆

66ao53・S啄　’

64004　2－

620021一㎞

ε000σ9－

　　　2　　3　　4

一騨鋤

囲

11’　12　　13　　14　　’5

第
、
48図　いの沢（気温2LO。C）
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一般的にいくぶん高いのは，お韓こ蛇紋岩の影響によ

るものと思われる・No．15はNo，14の5m上流の右

岸堆積岩屑中から流出するもので，pH6．2，Zn　O．05

mg／」を示し，異常と考えられる。No．33の左岸にある

旧坑の影響がNo．32，33に認められるが，水量によ

る稀釈のためその変化は顕著でない。No．57’はNo．

56の左岸崖上から流下するもので，pH：7．1を示し

その値は地質的の関係を表わすものと考える。No。59

はNo．58の下流5mの右岸にある小流の入口でpH

6．8である。その10m上流のNo．60は堆積岩屑中か

ら流出するもので，pH：6．3，Zn　o．05mg／lを示L異常

点と認められるが，調査区域の末端にあたり，鉱床との

第＄表増沢、本流水分析値

LOC．
No．

11

2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

］．2

13

14

1．5

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

1水温
（。C）

12．0

ユ2．0

12．0

12．0

12．0

12．0

］2．0

12．0

12．0

12．0．

12．0

12．O

l2．0

12．0

13．5

12．0

，12．0

12．0

12．0

12．0

12．0

12．0

12．0
12．0・

12．O

l2．0

12．0

12．5

12．5

12．5

12。5

12．5

pH

6．8

6．8

6．8

6．8

6．8

6。8

6．8

6．8

6．8

6．8

6．8

6．8

6．8

6．8

6．2

6．8

6．8

6．8

6．9

・6．9

6．9

6．9

6．9

6．9

6．9

6．9，

6．9

6．9

6．9

6．9

6．9

6．7

（畠」）1

0．10

0．C7

0．11

0．08

0．11

0．08

0．02

0．03

0．02

0．02

0．03
0．0】．

0．02

0．06

0．05

0．04

0．04

0．04

0．04

0．04

0．03

0．07

0．03

0．04

0．04

0．04

0．03

0．01

0．01
・0．01

0．02

0．03

SO41
（mg／1）

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

’3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

3＞

備 考1瑠呂：1

∫滝の沢合硫点の上洗
1120卑

∫左岸に渡る小道のあ

しる5m下流

｛No．14の5m上流右岸から入る小流
No．　14　カ〉ら　20m『　「

櫨沢合瀬の上流

｛鍬柄軸沢の合流点．本流の1m上流で採水

33

34

35

36

37

，38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52・

53

54

55

56

57
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第49　図　　増沢本流　（気温21～25。C）
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関係は不明である』ド

　（3）Zn：Zn値は最小0．01mglJ，最大0．11mgノ」

を示し，露頭の存在するNo．33は0．06mgノ」で，その

20m下流のNo。32は0．03mgμとなつて半減してい

る。この事実からo．07～o．11mg／」を示すNo．1～6・

間は，明らかに異常地帯で，水星の多いにか』わらず顕

著な異常が連続す為ことは，有力な影響を鉱床から受け

たものと推定される。No．14～2ブ間は0．03mgμ以上

‘b異常が連続し，このうちNo．14は0．06mgμ，No．

22はo．07mg1Z一でNo．33に相当する異常を示してい‘

る。この区域は前記No11～6間に次ぐ異常地帯と恵わ

rれる。No．49～52では0．04～0．06mgμの異常が認め

られ，水量も多いので鉱床の影響が考えられる。

　（4）SO4；SO4はいずれも3mgノ」．以下で，Znの

異常醇比較して少ないのは，おそらく沢水に影響を与え

るものの根源がSO4を失つた褐鉄鉱床に関係あること，

および水量による稀釈のためと、思われる。

　10．2．7鍬柄軸沢および支流（第2・50図，第9表参

照）

　鍬柄軸沢は増沢の支流で，本流の測点NQ．32に合流

しているQこの沢のNo．8とNo．9の中聞に左岸から

はいる水量が本沢と同程度のもの（A沢）が存在し，A沢

のNo．2の上流7mの左岸からはいるもの（C沢）と，

No．4の上流15mの左岸からのもの（B沢）が存在す

る。採水は各合流点の入口をNo．1とし『20mごとに

行つた。　　　　　　　　　　　　魁

　’（1）pH3No．◎を境として上流は6．7，下流は6．9

を示している。これはA沢（pH7．0～7．1）の影響と考

えられ，おもに地質的の関係を現わすものである。A沢

にはいるB沢は7．1，C沢は6．8～6．9であつて，両者の

Zn値は同様であるので，地質的相違を示すものと、思わ

れる。

　（2）Zn：1，0．00～0．05mgμを示している。鍬柄軸

沢のZn値ほ，pHと同様にNo．9を境として変化が

認められ，上流がこの附近における異常区域と考えられ

る。No．2の左岸斜上方に旧坑が存在するが，その影響

はほとんど認められない。この旧坑の北東にも旧坑が接

続して存在し，これらに関係あると考えられる異常が増

，沢本流と「いの沢』合流点の下流に現われている。

　、A沢のzn値は，No．2，4，6にo．04～o．05mg／」

の異常が認められるが，これはNo．4の上流にB沢が

はいり，Nq2の上流にC沢がはいることによるものと9

思われる。B沢とC1沢のZn値は大部分0．03～0．05

mg1Zで，pHの差異があるにもか二わらず同様の値を

示している。この附近は前記旧坑と一連の関係が推定さ7

れるところである。

第9表　鍬柄軸沢および支流水分析値

、認ε：lpHl（島1）1（譲）1
備 考

1
2
3
4
5
6
7
8

9

10
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12
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14
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16
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6．9

6．9

6。9

6．9

6．9

6．9

6．9

6．9

6．7

6．7

6．7

6．7

6．7

6．7・

6．9

6．9

6．9

6．9

0．01

0．01

0．02

0．01

0．01
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0．00

0．00

－
0
．
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0．03

0102
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0．03
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0．03

　（本流）』

3＞　増沢本流．No．32に合流
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1；

1：

3＞
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・・騰鰹騨麓
3＞
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1
2
3
4

5

6
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1
2
3
4
5
6

1
2
3
4

7．0

7．1

7．1

7．1

7．0

7．0
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7。1

7．1

7』1

7．1

7．1

7．1

6．9

6．3

6．9

6．呂

0．01

0．04

0502

0．05

0．02

0．05

0。03

0．03－

0．04

0．05

0．03

0．02

0。04
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0．03
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［3＞
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（A　沢）

｛No．2の上流7mの左岸にはv、る／∫、流あり（C沢）

｛
Nσ．5の下流5mの左岸には
いる水量A沢の1／2程度のも
のあり（B沢）

　（B　沢）

3＞　A沢に合流する所

3＞　：No．1から20m

3＞　No．2から20m
3＞｛長．5槻鶴なる

3＞、No．4から20m
3＞　No．5から20m
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3＞　A沢に合流する所
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＄＞

47一（635）



地質調査所月報（第9巻第9号）一

pHZn5α

唄噴

望2a126”

lZσα1σ　5曹

　■680』64・
師oσ63’s隻　一

64繭ヱ・

6ユOO21響

　Zn60ωO　O’

閉へPH嶋一PH
　　　　　　pHい
’”鞍雪　　　一s侮一一一一一…一険一一一一一

．．〈〈〈4壷へ／
1234』56789rorU2，3r4r5r6耳7四2345671234561234

a b c　　　d　’

第50図　鍬柄軸沢a本沢，bA沢、cB沢，dC沢

　（3）SO4：いずれも3mgμ以下で，Znの異常を

示すものの，根源が硫化鉱床であれば水量も多くないの

で当然SO4値に影響の現われるものど考えられるが，

SO4，め少ないのはおもに褐鉄鉱床に関係しているためと

，思われる6

　10．2．8，細越沢（第2・51図，第io表参照）

　採水は水無川に沿つた道路べりをNo．1とし，上流

に向かつて20mごとに行つた。この沢は途中に第3鉱

床と上流に元山鉱床が存在するため，、その影響が強く現

われて潜在鉱床の推定は困難であるが，両鉱床の中間地

帯に認められた異常は検討を要するものと考える。

　（1）水温：No．8《・10にみられる水温の低下は，』

第3鉱床坑内水による影響である。『No．11とNo．12

間は「ズリ」場の末端にあたり，沢水はこの間伏流とな

つている。No．12の120CがNo．11で130Cとなる

のは，水が「ズリ』を通過したためで，気温の影響がお

もな原因と考えられるが，SO、の異常値より硫化物の

酸化熱も多少関係あるものと恵われる。No．13から上

流の水温は，元山飯場用水となつている沢水を。元山方

面からの合流水が気温の影響を受けて，流下するに従つ

て少しずつ上昇したもの．と推定される。

　（2），pH二4．6～7．餅で第3鉱床坑内水の影響はNo．

10より下流に現われている。4．6を示したNo．36は

元山鉱床の坑内水と認められるもので，飯場用水となつ

てV・るpH7．0の沢水によつて稀釈され，』下流は6．8以

下を示してい一る。No．12～14は「ズリ」および坑内水

に関係のないところで，pH6．5～6．6を示し，Zn値に

異常あることは，第3鉱床に関連あるものと推定され

る。No．17～19のpH6。6は，Znと304値から考
えて地質的関係によるものと思われる。耳o．37～39の

第10表細越沢水分析値’

貯

LOC．
No．

1
2
3
4
5
6
7
，8

9
10

11

12
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水温
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12．0・
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12．0
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．13．0
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0．08

0．08

0．11
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0．33

0．0σ
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0．02

6・7P認
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12
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9
9
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35
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第51図細越沢（気温17～220C）

PH7．0はおそらく蛇紋岩の影響が現われたものであろ

う。

　（3）’Zn：No．19がo．02mg／！の最小値を示した
1
以
外 はo．06～o．60mg／Zで，一般に含量の多いことが認

められる。そのおもな根源は元山および第3鉱床に関係

あるものと思われるが，第3鉱床坑内水の影響が最も強

く推定されるNo．10およびrズリ」を通過した水であ

るNo．11が下流に比較して低い値を示すことが認めら

れる。これはおそらく洪水などに．よつて押し流され驚

　「ズリ」がNo．10以下に存在し，その影響が現われた

ものと解釈される。No．13，16の異常は第3鉱床に関

係のあるもので，：No．20，21はSO4の増加も伴ない

前記と関連性あ為異常と推定される。No。2C27も異

常点であるが，この、100m上流から先は，元山鉱床に

よる影響が強く現われているので，鉱床との関係は疑問

である。中間地帯の異常は，坑内水の影響のみならず元

画鉱床から流出したrズリ」の有無によつて解釈が左右

されるので，鉱床との関係は充分検討を要するものと思

やれる6飯場用水どなつている沢水は・既簿鉱床と関係

のないものであるが，Zn　O，09～0．29mg／lの異常を示

L，pHによつて蛇紋岩の存在が推定される地帯で，探

・鉱の対象となる所である。

　（4）　SO4；飯場用水の沢に存在しないが，一般に

8～12mg／lで含量の多いことが認められる。No．36は

50mg／1を示し．，p甘値とともに硫化鉱床坑内水の特異

性を表わしている。これより、下流のSO4は大部分それ、

・によって供給されているものと考えられる。第3鉱床鉱

内水のSO4含量が少ないのは，褐鉄鉱鉱床によるため

と思われる。中間地帯で10～12mg／lを示す所は，上流

から供給されたものに別のSO4が加；わつたものと解釈

さ．れるが，　「ズリ」の有無が問題であつて，一その根源は

，検討を必要とする。

　10．2．9小沢および支流（第2・52図，第11表参照）

　採水は水無川に沿う道路際をNo．1とし，上流に向

かつて20mごとに行つた。この沢の上流には中央鉱床

が存在して，その影響が下流ゑで連続するため，本流に

，よる潜在鉱床の探査はまつたく不可能である。麦灘り

　1「アタケ」沢および清水沢は既知鉱床の影響がなく化学

探鉱の対象となる。

　（1）水温：No．1から「アタケ」沢合流点No．25

までの水温は，44．5～13．00Cで上流に進むに従つて下

降している。これは気温の影響に．よるものと考えられ

る。「アタケ」沢の水温は低いが，水量が少ないために

本流にはその影響は認められない・rアタケ」沢のNo．

28～29間は，一大部分「カレ」沢で，No．29附近の流1水

が伏流となり，No．28で湧出するものと思われるQ　No。

29，30は岩雌上を流下するため水温は上昇している。

　清水沢はNo．ユが最低を示した。おそらく湧水があ

るものと推定される。

　（2）pR：本流のpHはいずれも6．βを示した。こ

の沢は細越沢に比較して，、p琴の低さにかNわらずSO4

が少なく，両者の問に地質的の相違があるものと考え

る。rアタケ」沢のpHは6．2～6．7で，清水沢の6．学

～6．8に比較して変化のあることが認められる・’

　（3）Zn：本流のZnは中央鉱床の影響が強く表わ

れている。測定した範囲に潜在鉱床が存在しても，推定

は困難である。　rアタケ」沢のZnはo・05～o・10mg／」

で，L本鉱床地帯の褐鉄鉱による異常値に相当している。

清水沢は0．03mgμで，鉱床との関係は少ないものと

思われる。

　（4）　SO、；本流の、SO4磧Zn値に比較して少ない

ことが認められる。No．血，12とNα22，23はほか

の所よづ僅かに含量の多いことがみられる。「アタヶ」

沢・清水沢のSO4はいずれも検出されなかつた。

　10．2．10第7鉱床3』号坑（第53・54図，第12表参

照）・

　調査を行つた所は，第7鉱床の上部で蛇紋岩体の早掛

上下盤側に胚胎する鉱床で，鉱床と母岩について行つ

た。

　試料は鉱体から偉窒北に向かつた探鉱坑道の入口から

36m奥の所をNo。1とし，：No．15まで2m，それよ

り1mごとに擦取Lた。No．．1～23およびNo．30

は岩石であらて，No．24～29は鉱石または鉱石と母岩

の境界部分に相当する。

　岩質は部分に、より差異が認められるが，大別すると

No．1～4は主として撒携石・角閃石・蛇紋石・緑泥石
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第11表小沢および支流水分析値
：Loc．

No．

1
2
3
4
．

5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

繕 pHl

14．5

14．5

14．0

14．0

14．0

14．0

13．5

13。5

13．5

13．5

13．5

13．5

13．0

13．0

13．0

13．0

13．0

13．0

13．0

13．0

6．2

6．2

6．2

6』2

6．2

Zn．　SO4
（mgノ」）一（mgノ」）

0．46

0。56

0．56

0．4＜

0．2＜

6．20．2＜

6．20．2＜

昼．20．2＜

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

0．2＜

0．2＜

0．2＜

0．2＜

0．2＜

0．2＜

0．2＜・

0．2＜

0．2＜

0．2＜、

0．2＜

0．2

備 考
1階3：

糖
　1水無川道路べり3　！岩石赤ヤケしている

3　　岩石赤ヤケしている．

3　　　　　　　〃
3　　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

4　　　　　　　　〃

4　　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

・’騰鶏蘇る
3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3　　　　　　　〃

3、岩石赤ヤケしている

21

22

23

24

25

26

127

28

，29

30

31

・32

33

34

35

13．0

13．0

13。0

13．0

13．0

10．5

1．0．0

10．0

12．5

13．5

1095

12，0
1．2．0

11。5

11．0

pHl（島」）

6．20．6

6．20．2

6．2

6．2

6．2

6．7

σ．2

0．44

0．2

0．05

6。6，0．05

6．4

6．2

6．6

6．8

6．7

6。7

6．7

6．7

0．05

0．07

0．10

0．03

0．03

0．03

0．03

0．03

SO4
（mg／Z）

3
4
－
4

3

3

0

0

0

0
0
0
0
0
0
0

備 考

岩石赤ヤケ．して吟る

　　　　多

｛　　　　〃　　No．23から40m

｛　　　　〃No．　24　カ〉ら　40m

右岸に小流あり
、　　　（アタケ沢）

∫蕪匁濫盛篠総
し床蘇揚用水となつている

｛　　　コNo．26から20mサク道真下
／No。27から20m
l湧水している

｛No．28とNo．29間大部分カレ沢
道路べり
」清水沢道路ベリ
1赤ヤケなし
No．31　カ〉ら　20m

No．32から20m・

No。33から20m
No．　34　カ）ら　201登

水温pHZηSO4

ご　鱗隅
¶0ワo　Q20（10－ZA

8630168－
　66α！26’

　640σ84－

　02　0σ4　2－　pH

　6ρ　OOOO一

s町一∴一　・一一で一・一一’”薗＼

　　　　　　　水温・　　　　　　が温’
　　　　　　　7K温
　　　　　　　剛一　　　　■＼　掌・
　　　　　　えリロ”冒噂一P一　　’”一Z。一pH・Z月

1　　3　・

2　4　6　8　10　12　　　16　16　　　225791H315η192r沼踏石2r翫嘱鋭猶臓5
b’

忽

弓

井

第52図　a、小沢（気温230C）　b　アタケ，c’満水沢

などからなり，No．6を中心としてNo．5～7は，角

閃石・緑泥石・滑石，一部尖石晶などを含んでいる。

No．8ん14は角閃石・蛇紋石がおもで禅麓石を伴なつて

いる。No．15～20は蛇紋石に滑石が随伴するものであ

るo：No．21～23はおも1’こ滑石イヒした蛇紋岩からなるo

No．24～26，28は鉱体と母岩の境界部分に相当し，

母岩を含む磁硫鉄鉱である・No．27は磁硫鉄鉱の褐鉄

鉱化の認められるもので1二次的と考えられる黄鉄鉱

を含んでいる。No．29は石英脈に二次生成の黄鉄鉱と

一部黄銅鉱を伴なうもので，磁硫鉄鉱は認められない。

No．30は緑泥石化の進んだもので，一部に滑石を含み

石英は認められない。磁硫鉄鉱はなく輩鉄鉱の御粒が点

在する。

　（1）pH；pHは3．3～9．0で顕著な差異が認められ

る。このうち鉱体および鉱体との接触部にあたるNo．

24～30は3．5～4．4で，いずれも低pH値を表わして

いる。母岩のNo．11，㌧13，21，23は前記以下の低pH

（3．3～3．6）を示すのみならず，Zn．Cu，SO4の大異常

値が伴ない注目すべき所である。pHのアルカリ性を示

す所は，蛇紋岩・撒撹岩など超塩基性岩のためであつ

て，pH値の低いほど鉱化変質作用を強く受けた部分と

解釈される。

　（2）Zm　鉱体周辺部にあたるNo．24～30はNo．

30を除いて20．5～80．0’γ1gを示している。母岩もNo．’

6，10，11，13，21，23の各部分に15．o～20．o’γ／g以

上の顕著な異常がみられ，特にNo．11，13，21は大異

常値で，pH値と関連惟が認められる。

　（3）Cu二鉱体周辺部はZnと同様にNo．30を例

外とL，12．0～55．0γノg，の異常を示している。これらの

うちNo．29のみCuがZn値より多く検出された。

母岩の所はZnの多い部分におもにCuも検出され，

特にNo．13，21はともに3eoγノg以上の大異常値で

あるQ

　（4）SO4二鉱体周辺部は3．0～8．OmglZで，いず
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　　　　　　　　　第12乗　第7鉱床3号坑岩石および鉱石の抽出試験値

：Loc．

No．

1
2
3
　職4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

．22

23
．24

25

126

27

28

』29

3G

おもな組成鉱物

角閃石・諏横石・蛇紋石

撤横石・角閃石・蛇紋石

緑泥石・蛇紋石・尖晶右・徹撹石

諏艦石・角閃石・蛇紋石・滑石

撒撹石・蛇紋石・角閃石・緑泥石

角閃石・滑石・尖晶石・緑泥石・徹横石

撤横石，・蛇紋石・滑石・尖晶石

徹撹石・蛇紋石・滑石・角閃石

徹撹石・蛇紋石・滑石・角閃石

　緻横石・蛇紋石・角閃石・滑石

撤横石・蛇紋石・角閃石・滑石

　撒禮石・角閃石・蛇紋石

　角閃石・滑石・蛇紋石・石英

　緻横石・蛇紋石・．角閃石

　蛇紋石1・滑石

，蛇紋石・滑石・石英

　蛇紋石・滑石

　蛇紋石・滑石

　蛇紋石・滑石

　蛇紋石・滑石

滑石6館紋石

　滑石・蛇紋石

’滑石・蛇紋石・滑石

　磁硫鉄鉱・滑石

磁硫鉄鉱・石英

　磁硫鉄鉱・石英・緑泥石

　磁硫鉄鉱一部褐鉄鉱

　緑泥石・磁硫鉄鉱

　石英・二次黄鉄鉱・黄銅鉱

　緑泥石・滑石

pH

9．0

8．9

8．4

6．9

7．1

7．1

8．2

8．6

8．9

5．1

3。4

8．4

3．4

6．8

8．9

7．0

・7．1、

6．6

7．1

7．2

3．6

6．8

3．3

4．3

4．3

4．0

・4．2

4．4

3．5

’4．2

Zn
（γ／9）

　0．5

　1．0－

　8．0

　0．6

　1．0

30．0

　6．4

　1．1

　0．6

32．0

200＜
　1．2

160．0

　1．4

　3．4－

　0．4

　0．3

　0．1

　0．2

　0．2

76．0

　3．0

15．0

70．0

70．0

20．5

50．0

80．0
逢0．0

　3．4

Cu
（・y／9）

　2．0

　2．4

　1．6

　4．0・

　0．6

　2．6

　0．4

　0．4

　0．4

　2．4

17．0

　3．2

300＜
　4．4

　1．6

　0．4

　0．4

　0．4

　0．4

　2．2

300＜1

　6、0

14．0

22．0

22．0

18‘0

12．0

22‘0

55．0

　4．0

（黛翫）1

0．0

1．4

0．0

2．4

0．0

1．0

0．0

0．0’

0．0

410＜

4．0＜

1．2

L弓

0．0

0．0

0．0

0．0

1．4

0．6

0。0

6．0

2。0

5．0

7．0

8．0

7．0

16．0

7．4

8．0

3．0

備 考

断層の上盤に接した所

断層の下盤に接した所

揉めた所，変質している

少し変質している

立入の前少し変質している

ヤケを有する

水による変質あP

揉めた所

坑道の角の所

No．24の向い側の角の所

坑道め天井の所

　　同　　上

鉱体の訪つた所，、側面下盤

鉱体のあつた側面

　　同　　上

　　　　　　　　　　　　　　’＿ソ緯石贈脚
　　　　　　　　　　　　　　　45　　70

　　　　　　　　　　　　　　　　〔上部蕊講斗）
　　　　　　　　　　　　　5　　80　45　
　　　　　　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　　　　授乱　　　　　75
　　　　　　　　　　　　　すリ　タい　　　　　　　　　　　　　65　　』石綿　，
　　　　　　　　　　小堆琳鉱凪

　　　　　　　　　　　　　　　ヰロ　　　　　　　　　　　　すり　　　渦石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ蝦如f・～に

　　　　　　　　　　　　　　40　　　ズ　　　②〆
　　　　　　　　　　　ぼぢ　　　　　　　　　　　噸ミ　H朗瞭
　　　　　　　　　　　　＼國　5560
　　　60　　　　　　　7070　　石綿　　60
　　　　　　　　　　　2σ』、　　　80
　　　　　　　　　　　　　60　　　旗幣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　ぢ　　　　　ゆゆ
　　　　　　　　　　24ン愛．卵　　　　　　　　　　』一
　　　　　　　　　　　　’＼掻乱　　　鎌仏　　　　　　　　　…￥　⑭225　26
　　　　　　　　　　眺運孝煙箱　し
　　　　　　　　　　昭　　　　　　ヌ，

　　　　　　　　　　　　　　　　45　　　　　　』階ε0。訟料探取拍置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『こ80・，

㊨坑内紺罧て螺

75

　　蕊強．
〆1　6・
JP　30

冊甲晦G・

第53図第7鉱床3号坑
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PH　SαFZn　Cu

”％偽ラ9

9090　　　P

巴o

ao80
7σ

　50㊤5QQ－
206、0．

　，σ0100－

　50
ろロ　　るのぢご　

森σ1。1・一　　　　　　　一ヌ

　　　　　　　　1！5・3・55－　　　　1’l，⑳詑・“へ1’
偲
・・酬、△装
3。α・α。。。一S嘱21ヰぎ678

、

vへ11
sΩ’

＼1

　　＼　呉

　　　　い1・ノー・ら・イい

　　　　』l
　　　　Lしsら

　　　　Zn
　　　　pH　、

910rH～冒314151617181920212223242526272θ293σ

第54図第7鉱床3号坑

れも硫化鉱体に関係ある性質を強く表わしている。pH

値はおも㌍4れに関係するものと考える。母岩もpH値

の低い所にSO4の異常が多くみいだされ，Zn，Cuの

異常とも関連性が強1く表われてい，る。No．10，11，

13，21，23はそれに該当する所である。

　域上坑内母岩を対象とする化学探査によつて既知鉱体

部を離れた所に注目すべき異常点（No』11，13，21）

の存在することが認められる。異常点と鉱床との関係を9

究明するには，地質的要素を考慮して検討を加える必要

がある。なお坑内水について行つた試験結果は第13表

の通りである（第53図参照）。’

第13表第7鉱床3号坑坑内水分析値

LOC．
No．

1

2

3

採水場所

坑口から約
20m坑道の
天井から落
ちるもの

pH

鉱石を採掘
した高い天
井から落ち
るもの

No．18の坑’
天井から落
ちるもの

6．0

4．2

4．5

，畠、、1，認1）

　　「

0．8＜ 36

O．8＜24

0．02　27

備　　考

水量相当に
多い，出水
場所赤ヤケ
ないが，近
くに赤ヤケ

変質帯あP

天井の岩石
赤ヤケ張い

岩石赤ヤケ
し。ている，

水量少ない

。坑内水は断層および揉めた所に多くみられ，上部に鉱

体のある場合は，その影響が壌内水に強く表われるのみ

でなく，坑内水の接触する母岩にも影響がある。第13表

の坑内水はいずれも鉱石に関係あるものであるが，多少

の相違が認められる’。No．1はSO、の含量が最も多い

にもか」わらず，pHは他のものより高いことを示して

いる。No．3はpH，SO4の異常によつて鉱床との関連

性は朋らかであるが，Znは他の2例と異なりきわめて

微量である。

　No．Lは分析値および近くに赤ヤケした変質帯の存在

することから，上部にある磁硫鉄鉱鉱床の影響の現われ

たものと推定される。そのpH値の比較的高いのは塩基

性岩のためである。

　No．2は鉱石を採掘した所の天井よりのもので，岩石

に赤ヤケ（硫酸鉄の加水分解によづて生ずる水酸化鉄）

が多くみられ，：No．1と同様に磁硫鉄鉱に関係あるもの

と思われる。No．3は岩石に赤ヤケがあるが水量は少な

い。その成分から考え，おそらく褐鉄鉱に関係あるもの

と推定される（第4表）。

　調査じた範囲の坑道にみられる断層や揉めた所は数箇

所あるが，断層に接するNo。3，6にZn，Cuのや二

異常が考えられる程度で，大異常値（No．11，13，21）

を示した所に関係は認められない。坑内水No．3の採取

位置は断層の所で同所の岩石抽出値はNo．18の示すも

のであるが，．坑内水との関連性を良く現わし，pHと

SO4にや玉異常があるにもかNわらず，Zn，Cuは微量

である。

　既知鉱床を離れた所でpH，Zn，CuおよびSO4’につ

いて特に異常の認められたNo．10，11，13は，探鉱の

対象となる最も有望な所と考える。

　坑内母岩による化学探査の結果から，こゐ種鉱床にお

いては，pHの測定によつ七簡易に異常、点を推定しうる

ことが判明した。

11．結　　語

大倉鉱山の鉱床は，その生成が複雑であるが，主要鉱

床は塊状熱水性含銅磁硫鉄鉱鉱床で，風化作用が嫉なば

だしく，地表近くは広く褐鉄鉱化している。

　鉱化作用は1回ではなく，正岩漿鉱床生成期を加える

と少なくとも3回と老えられる。、
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　主要なものは附近に発達している断層と関係し，蛇紋

岩を母岩とするが，その蛇紋岩自身も古生層堆積後の断

層に沿つて逆入したものと考えられる。

　各鉱床は個々の塊状鉱体から構成され，走向延長も傾

斜延長も100mをでるものはみあたらない。

　既知鉱床はかなり採掘され，既知鉱床下部と走向延長

．部の探鉱が急務となつているが，なお少なからぬ鉱量を

蔵していると考えられる所が少なくない。その確認のた・

めには物理探鉱と試錐のカを使用しなければならない所

』も少なくない。

　また中央鉱床のように，礫岩中にも鉱床が胚胎してい

る可能性もあり，特に礫岩層の下位が注目されよう。

　蛇紋岩もそρ分布が重要であり，同岩中の珪化部分の

存在を確認するこどは鉱床の位置を知る一つの指示とな

るo

　隣接の大湯鉱山の鉱床と第9鉱床は連続するものでは

なし》と思われる○

　本鉱床地帯の磁硫鉄鉱は，風化作用によつて地表近く

のものは褐鉄鉱化が進み，風化の際に生ずるSO4の大’

部分を消失している。したがつて沢水中のSO4含量は

微量で，指示要素としてあまり役立たない。Znは指示

要素として役立つ量が検出された。

　鉱床は蛇紋岩中，または同岩と周辺岩石の境界附近の

蛇紋岩側に多く胚胎するため，，沢水には鉱床のみでな

く，蛇紋岩の影響の伴なう場合が多い・

　蛇紋岩の抽出pH値は，珪岩・粘板岩などと異なり，pH

8．O以正のアルカリ性を呈するものであるが，土壌に対

してもその影響がみられ，土壌のpH測定によ？て，潜

在する蛇紋岩の分布を推定することが可能であるqしか

rし上部を珪質岩等に覆われた所は，地表の土壌にその影

響ぱほとんど現われない。この場合阿も，沢水は蛇紋岩

によるpHの変化を受けることが多い。

　坑内母岩を対象とする化学探査において，この種の鉱

床は母岩のpH値を測定することによつて，異常点を推

定することが可能である。

　沢水・地表土壌および坑内母岩等の試験結果から探．

鉱の対象として考慮すべきおもな地点は次の通りであ

る。

　（1）大須久保沢のNo．1酬2．に表われたZnの畢

常は潜在鉱床に関係ある徴候と考えられる。．

　（2）大須久保鉱床は，表土による化学探鉱ゐ結果，

．測線一と七との間は，pH，Zn，Cuにより褐鉄鉱と蛇紋

岩の影響が認められ，測線八と十一との間は石英脈と

SO4によつて鉱床延長の可能性が推定される。

　（3）錯沢の旧坑の存在する上部地帯はZnによる異

常が顕著で，館床に関係あるものと考えられる。

　（4）滝の沢の，No∫1～4およびNo．11～14附近ば

pH，Znによる異常があり，注目すべき地帯である。

　（5）増沢本流は，．水量が多いにもかNわらずZnに

よる異常が認めちれた。この事実は沢にのぞむ地帯に潜

在鉱床を推測させるものである。

　No．1～6は最も有望な所で，No．14～27およびNo．

47～52間に認められる異常も，鉱床の影響が考えられ

る所である。

　（6）いの沢は：No．9～12附近にZnの異常が認め

られた。これは増沢本流No．33の露頭の延長との関連

性が推定される。

　（7）　鍬柄軸沢はNo．14の上流にZn値の変化が認

・められ，この附近の異常地域と，思われる。

　この沢に属する小沢のうち，A沢とB沢はpHによつ・

て蛇紋岩の影響が推定され，Znによる異常も伴なうの

で鉱床との関連・t生カミ考えられる。

　（8）．『第7鉱床3号坑の坑内において，既知鉱体を離

れてとくに異常が認められた。No．11，13は探鉱の対

象となる所である。 （昭和29年6月調査）
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